


徳
島
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

令
和
元
年
度
に
災
害
支
援
車
（
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
を
作
製
・
導
入
し
、
県
立
防
災
セ

ン
タ
ー
で
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
徳
島
大
学
・
徳
島
文
理
大
学
構
内
で
展
示
、
市
民
や
薬
学
生
に

対
し
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
、
薬
剤
師
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

「
多
職
種
で
活
用
す
る
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
県
内
の
全
薬
局

に
配
布
。
医
師
会
。
看
護
協
会
、
栄
養
士
会
な
ど
関
係
団
体
に
も
配
布
し
た
。
更
に
「
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
グ
」
を
作
製
し
、
県
内
全
薬
局
に
配
布
し
た
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

薬
剤
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
栄
養
士
な
ど
多
職
種
を
対
象
に
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
対
策
研
修
会
を
開
催
し
た
。

令
和
元
年
度

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
検
討
中

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

検
討
中

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

検
討
中

・
性
と
避
妊

検
討
中

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

実
施
済
み

「
が
ん
・
緩
和
医
療
の
充
実
を
目
的
と
し
た
研
修
会
」
を
、
県
内
の
10
支
部
で
開
催
し
た
。
ま

た
、
希
望
す
る
薬
局
薬
剤
師
43
名
が
「
が
ん
・
緩
和
医
療
実
地
研
修
」
を
受
講
し
た
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

検
討
中

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

検
討
中

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

実
施
済
み

令
和
元
年
度
に
、
地
域
に
お
け
る
薬
剤
師
・
薬
局
の
機
能
強
化
及
び
調
査
・
検
討
業
務
と
し

て
、
患
者
情
報
を
医
師
、
病
院
薬
剤
師
、
薬
局
薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
多
職
種
間
で
共
有
す
る

た
め
「
多
職
種
連
携
シ
ー
ト
」
を
作
成
、
令
和
２
年
度
に
は
県
内
の
薬
局
、
医
療
機
関
で
試
験

的
に
運
用
し
、
改
訂
版
を
作
成
、
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
活
用
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

検
討
中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ
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徳
島
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

令
和
元
年
度
に
災
害
支
援
車
（
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
）
を
作
製
・
導
入
し
、
県
立
防
災
セ

ン
タ
ー
で
の
防
災
イ
ベ
ン
ト
や
徳
島
大
学
・
徳
島
文
理
大
学
構
内
で
展
示
、
市
民
や
薬
学
生
に

対
し
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
、
薬
剤
師
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

「
多
職
種
で
活
用
す
る
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
実
践
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
県
内
の
全
薬
局

に
配
布
。
医
師
会
。
看
護
協
会
、
栄
養
士
会
な
ど
関
係
団
体
に
も
配
布
し
た
。
更
に
「
ポ
リ

フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
ブ
ラ
ウ
ン
バ
ッ
グ
」
を
作
製
し
、
県
内
全
薬
局
に
配
布
し
た
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

薬
剤
師
、
看
護
師
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
栄
養
士
な
ど
多
職
種
を
対
象
に
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ

シ
ー
対
策
研
修
会
を
開
催
し
た
。

令
和
元
年
度

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
検
討
中

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

検
討
中

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

検
討
中

・
性
と
避
妊

検
討
中

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

実
施
済
み

「
が
ん
・
緩
和
医
療
の
充
実
を
目
的
と
し
た
研
修
会
」
を
、
県
内
の
10
支
部
で
開
催
し
た
。
ま

た
、
希
望
す
る
薬
局
薬
剤
師
43
名
が
「
が
ん
・
緩
和
医
療
実
地
研
修
」
を
受
講
し
た
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

検
討
中

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

検
討
中

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

実
施
済
み

令
和
元
年
度
に
、
地
域
に
お
け
る
薬
剤
師
・
薬
局
の
機
能
強
化
及
び
調
査
・
検
討
業
務
と
し

て
、
患
者
情
報
を
医
師
、
病
院
薬
剤
師
、
薬
局
薬
剤
師
、
看
護
師
な
ど
多
職
種
間
で
共
有
す
る

た
め
「
多
職
種
連
携
シ
ー
ト
」
を
作
成
、
令
和
２
年
度
に
は
県
内
の
薬
局
、
医
療
機
関
で
試
験

的
に
運
用
し
、
改
訂
版
を
作
成
、
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
活
用
し
て
い
る
。

令
和
元
年
度
・
２
年
度

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

検
討
中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ

香
川

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

香
川

県
と

災
害

時
に

お
け

る
医

薬
品

検
討

体
制

検
討

会
を

令
和

2年
11

月
に

立
ち

上
げ

た
。

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

を
養

成
す

る
。

令
和

2年
度

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

病
院

・
薬

局
・

地
域

が
つ

な
が

る
連

携
体

制
構

築
事

業
と

し
て

3年
前

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
地

区
の

取
り

組
み

を
年

1回
報

告
し

課
題

な
ど

を
共

有
し

て
い

る
。

（
添

付
資

料
1）

令
和

2年
度

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
実

施
済

み
病

院
・

薬
局

・
地

域
が

つ
な

が
る

連
携

体
制

構
築

事
業

と
し

て
3年

前
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

。
各

地
区

の
取

り
組

み
を

年
1回

報
告

し
課

題
な

ど
を

共
有

し
て

い
る

。
（

添
付

資
料

1）
令

和
2年

度

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

予
定

あ
り

薬
剤

師
の

か
か

り
つ

け
機

能
強

化
の

た
め

の
研

修
シ

ラ
バ

ス
を

活
用

し
た

研
修

会
を

検
討

中
。

令
和

3年
5月

予
定

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
検

討
中

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

検
討

中
薬

剤
師

の
か

か
り

つ
け

機
能

強
化

の
た

め
の

研
修

シ
ラ

バ
ス

を
活

用
し

た
研

修
会

を
検

討
中

。
2年

以
内

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

検
討

中
薬

剤
師

の
か

か
り

つ
け

機
能

強
化

の
た

め
の

研
修

シ
ラ

バ
ス

を
活

用
し

た
研

修
会

を
検

討
中

。
2年

以
内

・
性

と
避

妊
予

定
あ

り
薬

剤
師

の
か

か
り

つ
け

機
能

強
化

の
た

め
の

研
修

シ
ラ

バ
ス

を
活

用
し

た
研

修
会

を
検

討
中

。
令

和
3年

度

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み
病

院
・

薬
局

・
地

域
が

つ
な

が
る

連
携

体
制

構
築

事
業

と
し

て
3年

前
か

ら
取

り
組

ん
で

い
る

。
各

地
区

の
取

り
組

み
を

年
1回

報
告

し
課

題
な

ど
を

共
有

し
て

い
る

。
（

添
付

資
料

1）
令

和
2年

度

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

病
院

・
薬

局
・

地
域

が
つ

な
が

る
連

携
体

制
構

築
事

業
と

し
て

3年
前

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
地

区
の

取
り

組
み

を
年

1回
報

告
し

課
題

な
ど

を
共

有
し

て
い

る
。

（
添

付
資

料
1）

令
和

2年
度

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師
検

討
中

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

検
討

中

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
い

て
実

施
済

み

病
院

・
薬

局
・

地
域

が
つ

な
が

る
連

携
体

制
構

築
事

業
と

し
て

3年
前

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
地

区
の

取
り

組
み

を
年

1回
報

告
し

課
題

な
ど

を
共

有
し

て
い

る
。

（
添

付
資

料
1）

か
が

わ
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
 

K-
M

IX
 R

に
参

加
す

る
こ

と
で

病
院

の
デ

ー
タ

に
ア

ク
セ

ス
で

き
る

。

令
和

2年
度

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

実
施

済
み

病
院

・
薬

局
・

地
域

が
つ

な
が

る
連

携
体

制
構

築
事

業
と

し
て

3年
前

か
ら

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
地

区
の

取
り

組
み

を
年

1回
報

告
し

課
題

な
ど

を
共

有
し

て
い

る
。

（
添

付
資

料
1）

 か
が

わ
医

療
情

報
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
令

和
2年

度

Ｒ
２

度

研
修

テ
ー

マ

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度
研

修
テ

ー
マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

Ｒ
元

度
研

修
テ

ー
マ

香
川
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愛
媛
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

日
本
災
害
医
学
会
「
Ｐ
ｈ
Ｄ
Ｌ
Ｓ
」
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
コ
ー
ス
の
開
催

Ｈ
２
９
～
Ｈ
３
１

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

腎
機
能
検
査
値
を
用
い
る
た
め
の
基
礎
知
識

Ｈ
３
０

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

入
退
院
支
援
研
修
会
（
多
職
種
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
）

薬
剤
師
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

Ｒ
１
～
Ｒ
２

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
検
討
中

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

検
討
中

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

検
討
中

・
性
と
避
妊

実
施
済
み

緊
急
避
妊
薬
の
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
研
修
会

Ｒ
２

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

実
施
済
み

地
域
ケ
ア
連
携
講
演
会
（
が
ん
編
・
糖
尿
病
編
）

Ｒ
２

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

実
施
済
み

入
退
院
支
援
研
修
会
（
多
職
種
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
）

Ｒ
２

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

検
討
中

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

検
討
中

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

検
討
中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ

愛
媛
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高
知

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

1.
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
推

薦
   

   
 高

知
県

、
高

知
市

に
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
推

薦
（

H2
9年

度
 

27
名

）
2.

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
養

成
 

・
県

主
催

高
知

県
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
会

 
H3

0.
1/

28
（

日
）

参
加

 
   

 研
修

内
容

：
薬

事
ト

リ
ア

ー
ジ

と
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
講

義
・

実
習

）
、

 
 

ト
リ

ア
ー

ジ
（

Ph
DL

Sの
発

展
系

実
習

）
等

 
・

県
主

催
高

知
県

災
害

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
人

材
育

成
研

修
 

H2
9.

10
/8

～
9（

日
・

月
）

参
加

 
研

修
内

容
：

高
知

県
の

災
害

医
療

体
制

、
M

AR
D、

M
AC

HA
E、

KU
GE

、
HA

G
 

・
災

害
医

療
救

護
訓

練
、

災
害

対
策

へ
の

参
加

（
各

支
部

）
 

・
高

知
県

薬
剤

師
会

災
害

対
策

本
部

訓
練

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

H3
0.

8.
19

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

受
講

者
10

5名
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
に

お
け

る
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
～

宝
塚

市
の

取
り

組
み

～

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
実

施
済

み

H3
0.

1.
28

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

〈
薬

薬
連

携
実

施
報

告
〉

受
講

者
11

7名
「

薬
局

に
お

け
る

ト
レ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

の
活

用
に

よ
る

連
携

」
「

病
院

に
お

け
る

院
外

処
方

箋
へ

の
検

査
値

記
載

に
よ

る
連

携
」

「
病

院
に

お
け

る
院

外
処

方
箋

初
回

情
報

提
供

の
取

り
組

み
」

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

検
討

中

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
実

施
済

み
R2

.2
.9

（
日

）
生

活
習

慣
病

対
策

研
修

会
 

受
講

者
10

8名
 

・
食

の
お

悩
み

解
決

法
 

・
生

活
の

中
で

で
き

る
運

動
不

足
の

改
善

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

H3
0.

8.
19

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

受
講

者
10

5名
 

・
高

知
県

薬
剤

師
会

の
倫

理
審

査
会

が
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

～
そ

の
患

者
ア

ン
ケ

ー
ト

は
 

 
倫

理
審

査
を

受
け

て
い

ま
す

か
～

H3
1.

3.
3（

日
）

血
管

病
対

策
研

修
会

・
と

さ
禁

煙
サ

ポ
ー

タ
ー

ズ
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

会
 

・
最

新
の

エ
ビ

デ
ン

ス
か

ら
高

血
圧

対
策

を
再

考
す

る
～

生
活

習
慣

の
改

善
か

ら
プ

ラ
 

 
イ

マ
リ

ケ
ア

ま
で

～

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

検
討

中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

高
知
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高
知

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

1.
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
推

薦
   

   
 高

知
県

、
高

知
市

に
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
推

薦
（

H2
9年

度
 

27
名

）
2.

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

の
養

成
 

・
県

主
催

高
知

県
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
研

修
会

 
H3

0.
1/

28
（

日
）

参
加

 
   

 研
修

内
容

：
薬

事
ト

リ
ア

ー
ジ

と
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

（
講

義
・

実
習

）
、

 
 

ト
リ

ア
ー

ジ
（

Ph
DL

Sの
発

展
系

実
習

）
等

 
・

県
主

催
高

知
県

災
害

医
療

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
人

材
育

成
研

修
 

H2
9.

10
/8

～
9（

日
・

月
）

参
加

 
研

修
内

容
：

高
知

県
の

災
害

医
療

体
制

、
M

AR
D、

M
AC

HA
E、

KU
GE

、
HA

G
 

・
災

害
医

療
救

護
訓

練
、

災
害

対
策

へ
の

参
加

（
各

支
部

）
 

・
高

知
県

薬
剤

師
会

災
害

対
策

本
部

訓
練

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

H3
0.

8.
19

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

受
講

者
10

5名
 

・
地

域
包

括
ケ

ア
に

お
け

る
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
～

宝
塚

市
の

取
り

組
み

～

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
実

施
済

み

H3
0.

1.
28

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

〈
薬

薬
連

携
実

施
報

告
〉

受
講

者
11

7名
「

薬
局

に
お

け
る

ト
レ

ー
ス

レ
ポ

ー
ト

の
活

用
に

よ
る

連
携

」
「

病
院

に
お

け
る

院
外

処
方

箋
へ

の
検

査
値

記
載

に
よ

る
連

携
」

「
病

院
に

お
け

る
院

外
処

方
箋

初
回

情
報

提
供

の
取

り
組

み
」

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

検
討

中

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
実

施
済

み
R2

.2
.9

（
日

）
生

活
習

慣
病

対
策

研
修

会
 

受
講

者
10

8名
 

・
食

の
お

悩
み

解
決

法
 

・
生

活
の

中
で

で
き

る
運

動
不

足
の

改
善

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

H3
0.

8.
19

（
日

）
高

知
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

会
 

受
講

者
10

5名
 

・
高

知
県

薬
剤

師
会

の
倫

理
審

査
会

が
ス

タ
ー

ト
し

ま
す

～
そ

の
患

者
ア

ン
ケ

ー
ト

は
 

 
倫

理
審

査
を

受
け

て
い

ま
す

か
～

H3
1.

3.
3（

日
）

血
管

病
対

策
研

修
会

・
と

さ
禁

煙
サ

ポ
ー

タ
ー

ズ
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

研
修

会
 

・
最

新
の

エ
ビ

デ
ン

ス
か

ら
高

血
圧

対
策

を
再

考
す

る
～

生
活

習
慣

の
改

善
か

ら
プ

ラ
 

 
イ

マ
リ

ケ
ア

ま
で

～

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

検
討

中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

・
性

と
避

妊
実

施
済

み

R2
.1

.1
2（

日
）

高
知

県
薬

剤
師

会
学

術
研

修
会

 
受

講
者

14
9名

 
・

妊
娠

と
薬

の
考

え
方

と
薬

の
情

報
に

つ
い

て
 

・
産

婦
人

科
の

基
礎

知
識

～
妊

娠
と

薬
に

つ
い

て
を

中
心

に
～

R3
.2

.2
8（

日
）

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
に

伴
う

緊
急

避
妊

薬
の

調
剤

に
関

す
る

研
修

会
（

W
eb

開
催

）
 

 
 

 
 

 
 参

加
者

76
名

 
・

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

緊
急

避
妊

薬
処

方
に

つ
い

て
 

・
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
緊

急
避

妊
薬

処
方

上
の

留
意

点

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

R元
.1

0.
3（

木
）

第
3回

東
部

地
区

糖
尿

病
勉

強
会

 
受

講
者

9名
 

・
災

害
時

、
私

た
ち

に
で

き
る

こ
と

R2
.2

.2
3（

日
）

高
知

市
病

院
・

薬
局

薬
剤

師
連

携
の

会
 

受
講

者
41

名
 

・
す

ぐ
に

で
も

役
立

つ
！

注
意

す
べ

き
服

薬
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

～
が

ん
薬

物
療

法
～

 
 

＊
が

ん
指

導
の

ポ
イ

ン
ト

～
患

者
さ

ん
の

訴
え

の
こ

こ
に

注
目

！
～

 
 

＊
が

ん
薬

物
療

法
を

安
全

に
実

施
す

る
た

め
に

-薬
薬

連
携

へ
の

期
待

- 
等

R3
.3

.1
4（

日
）

高
知

県
薬

剤
師

会
学

術
研

修
会

 
W

eb
参

加
者

11
3名

 
 

 
 

 
 

 集
合

研
修

受
講

者
 高

知
会

場
38

名
 

幡
多

会
場

8名
 

・
高

知
県

糖
尿

病
薬

実
態

調
査

の
解

析
と

そ
の

活
用

 
・

糖
尿

病
治

療
薬

の
新

し
い

ト
レ

ン
ド

～
低

血
糖

予
防

に
向

け
た

取
り

組
み

と
パ

ラ
ダ

イ
ム

へ
の

 
 

挑
戦

～

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

H3
1.

1.
17

（
木

）
病

院
薬

剤
師

＆
薬

局
薬

剤
師

連
携

研
修

会
 

参
加

10
4名

 
・

入
退

院
支

援
に

必
要

な
薬

薬
連

携
の

重
要

ポ
イ

ン
ト

～
病

院
、

薬
局

が
協

力
し

て
行

動
す

る
 

 
た

め
に

～

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師
実

施
済

み
  H3

0.
8.

5（
日

）
第

34
回

高
知

県
学

校
医

・
歯

・
薬

・
保

健
研

究
大

会
 

受
講

者
93

名
 

・
学

校
に

お
け

る
「

が
ん

教
育

」
の

現
状

と
課

題
～

今
、

な
ぜ

学
校

で
が

ん
教

育
が

必
要

～
・

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
と

薬
剤

師
検

討
中

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
い

て
実

施
済

み
  R2

.1
.1

7（
金

）
在

宅
服

薬
支

援
事

業
「

お
薬

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
取

組
報

告
 

受
講

者
11

0名
 

・
安

芸
圏

域
入

退
院

連
絡

手
引

き
の

運
用

に
つ

い
て

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

実
施

済
み

高
知

あ
ん

し
ん

ネ
ッ

ト
の

ト
レ

ー
シ

ン
グ

レ
ポ

ー
ト

（
薬

薬
連

携
シ

ー
ト

）
（

令
和

3.
4月

か
ら

運
用

予
定

）

Ｒ
元

度

研
修

テ
ー

マ

Ｒ
２

度

研
修

テ
ー

マ

高
知
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福
岡
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

資
料
①

資
料
に
記
載

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

資
料
②

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
③

資
料
に
記
載

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
実
施
済
み

資
料
④

資
料
に
記
載

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

実
施
済
み

資
料
⑤

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
⑥

資
料
に
記
載

・
性
と
避
妊

実
施
済
み

資
料
⑦

資
料
に
記
載

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

実
施
済
み

資
料
⑧

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
⑨

資
料
に
記
載

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

実
施
済
み

資
料
⑩

資
料
に
記
載

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

予
定
あ
り

資
料
⑪

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

予
定
あ
り

資
料
⑫

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ

福
岡

─ 234 ─



資
料

②
「

病
院

や
地

域
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

に
必

要
と

さ
れ

る
医

療
薬

学
的

知
識

・
技

術

（
臨

床
検

査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
）
」
 

 第
１
８
回
フ
ァ
ー
マ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
ケ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
３
月
１
１
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
7
：
2
5 

場
 
所
：
エ
ル
ガ
ー
ラ
ホ
ー
ル
 
中
ホ
ー
ル
 

参
加
者
：
２
３
９
人
 

演
 
題
：
「
患
者
の
検
査
値
か
ら
処
方
解
析
を
い
か
に
行
う
か
－
薬
局
に
お
け
る
事
例
紹
介
－
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
生
涯
学
習
委
員
会
 
理
事
 
髙
瀬
 
真
悟
 

「
検
査
値
付
き
処
方
せ
ん
発
行
後

1
年
間
の
疑
義
照
会
の
検
討
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
九
州
病
院
 
薬
剤
部
 
上
津
 
沙
織
 

「
院
外
処
方
箋
に
お
け
る
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
薬
連
携
」
 

千
葉
大
学
医
学
部
附
属
病
院
薬
剤
部
教
授
・
部
長
 
石
井
 
伊
都
子
 

 平
成
３
０
年
度
患
者
の
た
め
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業
 

「
患
者
情
報
に
基
づ
く
薬
学
管
理
推
進
事
業
」
に
お
け
る
「
患
者
情
報
に
基
づ
く
相
互
連
携
薬
物
療
法
研
修

会
」
 

１
）
北
九
州
地
区
 

［
第
１
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
０
月
１
７
日
（
水
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
九
州
病
院
実
習
研
修
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
４
０
人
（
薬
局
薬
剤
師
２
０
人
、
病
院
薬
剤
師
２
０
人
）
 

［
第
２
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
１
月
８
日
（
木
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
小
倉
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
３
８
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
５
人
、
病
院
薬
剤
師
２
３
人
）
 

［
第
３
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
１
２
日
（
水
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
小
倉
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
３
８
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
７
人
、
病
院
薬
剤
師
２
１
人
）
 

 ２
）
筑
後
地
区
 

［
第
１
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
０
月
２
６
日
（
金
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
地
場
産
く
る
め
 

参
加
者
：
２
９
人
（
薬
局
薬
剤
師
２
０
人
、
病
院
薬
剤
師
９
人
）
 

福
岡

福
岡
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

資
料
①

資
料
に
記
載

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

資
料
②

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
③

資
料
に
記
載

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
実
施
済
み

資
料
④

資
料
に
記
載

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

実
施
済
み

資
料
⑤

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
⑥

資
料
に
記
載

・
性
と
避
妊

実
施
済
み

資
料
⑦

資
料
に
記
載

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

実
施
済
み

資
料
⑧

資
料
に
記
載

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

実
施
済
み

資
料
⑨

資
料
に
記
載

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

実
施
済
み

資
料
⑩

資
料
に
記
載

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

予
定
あ
り

資
料
⑪

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

予
定
あ
り

資
料
⑫

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ 資

料
①

「
災

害
時

に
お
け

る
医

療
提

供
体

制
と

薬
剤

師
の

役
割

・
活

動
」

 

 平
成
３
０
年
度
災
害
対
策
研
修
会
 

１
）
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
１
８
日
（
月
）
1
9：

0
0 
～
 2
0
：
3
0 

場
 
所
：
田
川
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
６
人
 

２
）
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
２
６
日
（
火
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
健
康
医
療
福
祉
研
修
会
館
（
新
八
幡
薬
剤
師
会
館
）
 

参
加
者
：
１
４
人
 

３
）
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
２
８
日
（
木
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
久
留
米
三
井
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
１
３
人
 

４
）
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
２
９
日
（
金
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
８
人
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 平
成
３
０
年
度
薬
歴
研
修
会
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
２
０
日
（
水
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
２
５
０
人
 

演
 
題
：
「
最
高
の
患
者
ケ
ア
を
目
指
す
「
実
践
薬
歴
」
講
座
」
 

ア
ッ
プ
ル
薬
局
 
薬
剤
師
 
熊
本
大
学
薬
学
部
 
臨
床
教
授
 
山
本
 
雄
一
郎
 

 第
２
回
福
岡
県
薬
剤
師
会
学
術
大
会
 

日
 
時
：
令
和
２
年
２
月
１
６
日
（
日
）
1
0
：
0
0
 ～

 
1
7：

0
0 

場
 
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

参
加
者
：
１
，
０
５
５
人
 

内
 
容
：
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
般
演
題
（
口
頭
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
）
 

「
高
齢
者
の
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
」
 

 
 
 
 
 
 
 
 
東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
老
年
病
学
 
教
授
 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
老
年
病
科
 
科
長
 
秋
下
 
雅
弘
 

「
「
自
炊
塾
」
～
大
学
生
の
生
き
方
変
わ
る
食
育
」
 

九
州
大
学
 
持
続
可
能
な
社
会
の
た
め
の
決
断
科
学
セ
ン
タ
ー
准
教
授
 
比
良
松
 
道
一
 

 
 

福
岡

［
第
２
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
１
月
１
２
日
（
月
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
社
会
保
険
大
牟
田
天
領
病
院
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
３
９
人
（
薬
局
薬
剤
師
２
５
人
、
病
院
薬
剤
師
１
４
人
）
 

３
）
福
岡
地
区
 

［
第
１
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
０
月
２
９
日
（
月
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
３
４
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
４
人
、
病
院
薬
剤
師
２
０
人
）
 

［
第
２
回
］
 

日
 
時
：
平
成
２
０
年
１
１
月
１
日
（
木
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
３
０
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
０
人
、
病
院
薬
剤
師
２
０
人
）
 

［
第
３
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
１
０
日
（
月
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
1
：
00
 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
２
９
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
２
人
、
病
院
薬
剤
師
１
７
人
）
 

４
）
筑
豊
地
区
 

［
第
１
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
１
月
１
日
（
木
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
0
0 

場
 
所
：
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
３
７
人
（
薬
局
薬
剤
師
２
０
人
、
病
院
薬
剤
師
１
７
人
）
 

［
第
２
回
］
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
４
日
（
火
）
1
9：

3
0 
～
 2
0
：
0
0 

場
 
所
：
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
３
４
人
（
薬
局
薬
剤
師
１
３
人
、
病
院
薬
剤
師
２
１
人
）
 

 第
１
回
福
岡
県
薬
剤
師
会
学
術
大
会
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
２
月
２
４
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
7
：
0
0 

場
 
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

参
加
者
：
１
，
１
５
１
人
 

内
 
容
：
特
別
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
一
般
演
題
（
口
頭
発
表
、
ポ
ス
タ
ー
発
表
）
 

「
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
！
 
工
藤
孝
文
 
～
人
参
養
栄
湯
と
ダ
イ
エ
ッ
ト
～
」
 

工
藤
内
科
 
副
院
長
 
工
藤
 
孝
文
 

「
臨
床
検
査
値
と
薬
物
動
態
学
の
応
用
～
薬
剤
師
が
行
う
薬
物
投
与
設
計
～
」
 

ど
ん
ぐ
り
工
房
 
顧
問
 
菅
野
 
彊
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資
料

④
薬

学
的

視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
 

資
料

⑧
患

者
情

報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿
病
、
が
ん
を
題
材
） 

 緩
和
薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
の
修
得
へ
向
け
た
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
５
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
５
月
１
４
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
6
：
5
0 

場
 
所
：
福
岡
県
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
４
８
人
 

演
 
題
：
「
放
射
線
治
療
 
－
緩
和
照
射
－
」
 

九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
 
臨
床
放
射
線
化
学
分
野
 
助
教
 
大
賀
 
才
路
 

「
終
末
期
が
ん
患
者
の
泌
尿
器
症
状
に
つ
い
て
（
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
し
て
）
」
 

後
藤
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
後
藤
 
健
 

「
在
宅
緩
和
ケ
ア
（
診
療
所
医
師
の
立
場
か
ら
）
」
 

あ
お
ば
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
、
福
岡
東
在
宅
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
世
話
人
 
伊
藤
 
大
樹
 

「
在
宅
緩
和
ケ
ア
（
保
険
薬
局
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
）
」
 

タ
ナ
カ
調
剤
薬
局
㈱
  

田
中
 
範
江
 

２
）
第
６
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
８
月
２
０
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
6
：
5
0 

場
 
所
：
福
岡
県
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
４
５
人
 

演
 
題
：
「
疼
痛
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
編
 
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
久
留
米
総
合
病
院
 
副
院
長
 
杉
山
 
和
英
 

「
理
学
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
 済

生
会
福
岡
総
合
病
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
 
室
長
 
溝
口
 
雅
之
 

「
苦
痛
緩
和
の
た
め
の
鎮
静
 最

後
の
切
り
札

la
s
t
 r
e
s
or
t
”
を
ふ
さ
わ
し
く
使
う
た
め
に
」
 

浜
の
町
病
院
 
緩
和
医
療
内
科
 
部
長
 
永
山
  

淳
 

「
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
」
 

大
阪
薬
科
大
学
 
臨
床
薬
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 講

師
 
内
田
 
ま
や
こ
 

 日
本
腎
臓
病
薬
物
療
法
学
会
認
定
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
６
月
４
日
（
日
）
1
5
：
0
0
 ～

 
1
7：

0
5 

場
 
所
：
第
一
薬
科
大
学
厚
生
会
館
２
階
講
義
室
 

参
加
者
：
９
３
人
 

演
 
題
：
「
慢
性
腎
臓
病
（
CK
D
）
～
検
尿
異
常
か
ら
腎
不
全
、
腎
移
植
ま
で
～
」
 

福
岡
赤
十
字
病
院
 
腎
臓
内
科
 
部
長
 
満
生
 
浩
司
 

福
岡

資
料

③
「

薬
薬

連
携
・
他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の

立
案

（
実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
」

 

 在
宅
医
療
参
加
薬
局
の
拡
大
に
関
す
る
協
議
会
 

日
 
時
：
令
和
３
年
３
月
７
日
（
日
）
 

場
 
所
：
福
岡
県
薬
剤
師
会
 
講
堂
 
ほ
か
 

参
加
者
：
６
０
人
 

ロ
ー
ル
プ
レ
イ

13
:
4
0～

1
4:
1
0
（
30

分
）
 

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
（
要
領
伝
達
）
 

題
材
：
初
め
て
の
在
宅
訪
問
対
応
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
在
宅
医
療
委
員
 
井
手
 
純
司
、
田
中
 
宏
樹
、
石
橋
 
正
次
 

協
議
会
 

1
4
:
1
0～

1
5
:1
0
（
6
0
分
）
 
地
区
薬
剤
師
会
の
現
状
に
つ
い
て
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
研
修
会
実
施
に
つ
い
て
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岡
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場
 
所
：
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル
 

参
加
者
：
７
３
人
 

演
 
題
：
「
が
ん
種
別
に
み
た
病
態
・
治
療
・
支
持
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
 
大
腸
癌
」
 

九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
 副

薬
剤
部
長
 
林
 
稔
展
 

「
が
ん
種
別
に
み
た
病
態
・
治
療
・
支
持
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
 
乳
が
ん
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
久
留
米
総
合
病
院
統
括
診
療
部
薬
剤
科
 副

薬
剤
科
長
 
葉
田
 
昌
生
 

「
が
ん
種
別
に
み
た
病
態
・
治
療
・
支
持
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
 
肺
癌
」
 

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
 主

任
薬
剤
師
 
衛
藤
 
智
章
 

 腎
臓
病
薬
物
療
法
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
５
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
４
月
２
２
日
（
日
）
1
5：

0
0 
～
 1
7
：
0
0 

場
 
所
：
Ｆ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル
 

参
加
者
：
７
７
人
 

演
 
題
：
 

「
薬
局
薬
剤
師
が
明
日
か
ら
腎
機
能
低
下
患
者
に
で
き
る
こ
と
 

～
有
害
事
象
を
確
認
す
る
・
回
避
す
る
・
科
学
す
る
～
」
 

熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
・
薬
学
部
 
薬
剤
情
報
分
析
学
分
野
 
助
教
 
近
藤
 
悠
希
 

２
）
第
６
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
８
月
５
日
（
日
）
1
5
：
0
0
 ～

 
1
7：

0
5 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
７
５
人
 

演
 
題
：
「
薬
剤
性
腎
障
害
を
防
ぐ
～
薬
剤
師
に
で
き
る
こ
と
」
 

日
本
腎
臓
病
薬
物
療
法
学
会
 
理
事
長
 
熊
本
大
学
薬
学
部
附
属
 

育
薬
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
臨
床
薬
理
学
分
野
 
教
授
 
平
田
 
純
生
 

３
）
第
７
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
２
日
（
日
）
1
5：

0
0 
～
 1
7
：
0
5 

場
 
所
：
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
５
８
人
 

演
 
題
：
「
薬
剤
師
の
ル
ー
テ
ィ
ン
：
腎
機
能
評
価
～
症
例
か
ら
学
ぶ
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
～
」
 

済
生
会
熊
本
病
院
薬
剤
部
 
 
柴
田
 
啓
智
 

４
）
第
８
回
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
１
月
１
４
日
（
月
・
祝
）
1
5：

0
0 
～
 
1
7：

0
5 

場
 
所
：
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
７
３
人
 

 
 

福
岡

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
１
１
月
２
３
日
（
木
・
祝
）
1
5
：
00
 
～
 
17
：
05
 

場
 
所
：
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
８
８
人
 

演
 
題
：
「
症
例
に
基
づ
い
た

C
K
D 
患
者
の
薬
物
適
正
使
用
」
 

熊
本
大
学
薬
学
部
附
属
育
薬
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
長
・
臨
床
薬
理
学
分
野
 
教
授
平
田
 
純
生
 

３
）
第
３
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
１
１
月
２
６
日
（
土
）
1
5
：
0
0
 ～

 
1
7
：
05
 

場
 
所
：
第
一
薬
科
大
学
厚
生
会
館
２
階
講
義
室
 

参
加
者
：
５
１
 

演
 
題
：
「
腎
機
能
低
下
患
者
へ
の
薬
物
投
与
設
計
法
 
～
理
論
と
注
意
点
～
」
 

仁
真
会
 
白
鷺
病
院
 薬

剤
科
科
長
 
古
久
保
 
拓
 

４
）
第
４
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
３
月
４
日
（
土
）
1
5
：
0
0
 ～

 
1
7：

0
5 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
７
３
人
 

演
 
題
：
「
分
か
り
や
す
い
腎
機
能
低
下
患
者
の
薬
物
動
態
」
 

京
都
薬
科
大
学
臨
床
薬
学
分
野
 
講
師
 
辻
本
 
雅
之
 

 「
認
定
薬
剤
師
修
得
」
へ
向
け
た
日
本
臨
床
腫
瘍
薬
学
会
認
定
薬
剤
師
養
成
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
１
１
月
１
９
日
（
日
）
1
4
:
00
 
～
 1
7
:
2
5 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
７
８
人
 

演
 
題
：
「
が
ん
治
療
に
必
要
な
薬
物
療
法
の
基
本
知
識
（
１
）
が
ん
治
療
の
考
え
方
」
 

長
崎
大
学
病
院
薬
剤
部
 
薬
剤
主
任
 
山
口
 
健
太
郎
 

「
が
ん
治
療
に
必
要
な
薬
物
療
法
の
基
本
知
識
（
２
）
情
報
の
読
み
方
」
 

相
模
原
病
院
薬
剤
部
 
試
験
／
検
査
主
任
 
髙
橋
 
郷
 

「
手

に
取

る
こ
と

か
ら

始
め
よ

う
！
！

～
経
口

抗
が

ん
薬
ハ

ン
ド
ブ

ッ
ク
の

普
段

使
い
を

す
る
た

め
に
～

」 

長
崎
大
学
病
院
薬
剤
部
 
薬
剤
主
任
 
山
口
 
健
太
郎
 

「
薬
薬
連
携
推
進
の
た
め
の
基
礎
講
座
 

（
１
）
地
域
医
療
連
携
（
薬
薬
連
携
）
推
進
 

（
２
）
血
液
検
査
値
か
ら
解
る
こ
と
（
骨
髄
抑
制
を
中
心
に
、
腎
機
能
障
害
、
肝
機
能
障
害
等
）
」
 

光
晴
会
病
院
薬
剤
科
 主

任
 
岡
田
 
昌
之
 

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
１
２
月
１
７
日
（
日
）
1
4
:
00
 
～
 1
7
:
1
5 

福
岡
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「
が
ん
患
者
の
消
化
器
症
状
の
緩
和
に
つ
い
て
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
し
て
）」

 

浜
の
町
病
院
腫
瘍
内
科
 
部
長
 
三
ツ
木
 
健
二
 

「
が
ん
患
者
の
栄
養
管
理
〜
生
き
る
こ
と
は
食
べ
る
こ
と
」
 

九
州
大
学
大
学
院
 
医
学
系
学
府
保
健
学
専
攻
 

九
州
大
学
病
院
栄
養
管
理
室
 
前
室
長
 
 
山
口
 
貞
子
 

 薬
剤
師
の
た
め
の
臨
床
腫
瘍
薬
学
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
８
月
２
６
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
7
：
1
5 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
４
４
人
 

演
 
題
：
「
が
ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
（
１
）
J
AS
P
O
認
定
取
得
の
意
義
と
方
法
を
理
解
す
る
」
 

長
崎
大
学
病
院
薬
剤
部
 
山
口
 
健
太
郎
 

「
が
ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
（
２
）
が
ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
」
 

長
崎
大
学
病
院
薬
剤
部
 
山
口
 
健
太
郎
 

「
が
ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
（
３
）
抗
が
ん
薬
の
基
礎
知
識
（
作
用
機
序
・
副
作
用
）
」
 

久
留
米
大
学
病
院
薬
剤
部
 
堤
 
一
貴
 

「
が
ん
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
（
４
）
資
料
の
読
み
方
に
つ
い
て
」
 

相
模
原
病
院
薬
剤
部
 
 
髙
橋
 
郷
 

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
１
月
１
８
日
（
日
）
1
4
：
0
0
 ～

 
1
7
：
15
 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
３
７
人
 

演
 
題
：
「
支
持
療
法
に
つ
い
て
（
１
）
分
子
標
的
薬
に
よ
る
皮
膚
障
害
」
 

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
 
主
任
薬
剤
師
 
魚
井
 
み
ゆ
き
 

「
支
持
療
法
に
つ
い
て
（
２
）
消
化
器
症
状
（
悪
心
嘔
吐
、
便
秘
、
下
痢
）」

 

九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
 
薬
務
主
任
 
平
池
 
美
香
子
 

「
支
持
療
法
に
つ
い
て
（
３
）
骨
髄
抑
制
、
末
梢
神
経
障
害
、
腎
障
害
」
 

久
留
米
大
学
病
院
薬
剤
部
 
主
任
 
高
橋
 
誠
 

「
支
持
療
法
に
つ
い
て
（
４
）
免
疫
関
連
有
害
事
象
」
 

九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
薬
剤
部
 
薬
務
主
任
 
木
村
 
滋
 

「
緩
和
ケ
ア
に
つ
い
て
～
が
ん
疼
痛
治
療
を
中
心
に
～
」
 

大
阪
薬
科
大
学
臨
床
薬
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 
講
師
 
 
内
田
 
ま
や
こ
 

３
）
第
３
回
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
３
月
１
７
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
7
：
1
5 

福
岡

演
 
題
：
「
透
析
患
者
に
お
け
る
薬
物
療
法
～
臨
床
研
究
/
 患

者
と
共
同
し
た
薬
物
治
療
～
」
 

熊
本
赤
十
字
病
院
薬
剤
部
病
棟
薬
剤
課
長
 
下
石
 
和
樹
 

 薬
剤
師
の
た
め
の
緩
和
ケ
ア
研
修
会
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
５
月
１
３
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
6
：
5
0 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
４
９
人
 

演
 
題
：
「
緩
和
医
療
と
が
ん
支
持
療
法
」
 

日
本
緩
和
医
療
薬
学
会
 
代
表
理
事
国
際
医
療
福
祉
大
学
薬
学
部
 
薬
学
部
長
 
教
授
 
武
田
 
弘
志
 

「
痛
み
の
病
態
生
理
と
治
療
」
 

九
州
大
学
病
院
麻
酔
科
蘇
生
科
 
助
教
 
前
田
 
愛
子
 

「
終
末
期
が
ん
患
者
の
輸
液
療
法
に
つ
い
て
 
２
０
１
３
年
度
版
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
し
て
」
 

久
留
米
大
学
医
学
部
麻
酔
学
教
室
 
助
教
 
佐
野
 
智
美
 

「
地
域
連
携
－
医
師
（
身
体
症
状
担
当
）
の
立
場
か
ら
」
 

あ
お
ば
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
清
水
 
祐
紀
子
 

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
９
月
９
日
（
日
）
1
0
：
0
0
 ～

 
1
6：

5
0 

場
 
所
：
第
一
薬
科
大
学
 
厚
生
会
館
 
２
階
 
講
義
室
 

参
加
者
：
１
１
９
人
 

演
 
題
：
「
非
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
の
特
徴
」
 

製
鉄
記
念
八
幡
病
院
薬
剤
部
 
船
越
 
康
太
 

「
精
神
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
せ
ん
妄
に
つ
い
て
」
 

九
州
大
学
病
院
精
神
科
神
経
科
 
助
教
 
大
橋
 
綾
子
 

「
医
師
（
精
神
症
状
担
当
）
の
立
場
か
ら
」
 

北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
心
療
内
科
 
主
任
部
長
 
福
留
 
克
行
 

「
看
護
師
（
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
）
の
立
場
か
ら
」
 

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
 
三
丁
目
の
花
や
 
看
護
師
 
山
川
 
文
子
 

３
）
第
３
回
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
２
月
３
日
（
日
）
9
：
50
 
～
 
1
7：

0
0
 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
１
５
人
 

演
 
題
：
「
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
の
特
徴
」
 

北
九
州
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
支
援
部
薬
剤
課
 
薬
剤
師
長
 
山
田
 
真
裕
 

「
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
の
副
作
用
対
策
」
 

九
州
大
学
病
院
薬
剤
部
 
池
田
 
宗
彦
 

福
岡
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２
）
第
５
回
 

日
 
時
：
令
和
元
年
９
月
１
６
日
（
月
・
祝
）
9
：
50
 
～
 1
7
：
0
0 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
９
４
人
 

演
 
題
：
「
放
射
線
治
療
－
緩
和
照
射
－
」
 

九
州
医
療
セ
ン
タ
ー
放
射
線
科
 
医
長
 
 
大
賀
 
才
路
 

「
進
行
期
が
ん
患
者
の
泌
尿
器
症
状
に
つ
い
て
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
し
て
）」

 

後
藤
け
ん
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
院
長
 
後
藤
 
健
 

「
在
宅
緩
和
ケ
ア
（
診
療
所
医
師
の
立
場
か
ら
）
」
 

あ
お
ば
ク
リ
ニ
ッ
ク
 
院
長
 
伊
藤
 
大
樹
 

「
理
学
療
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
 

済
生
会
福
岡
総
合
病
院
 
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
 
室
長
 
 
溝
口
 
雅
之
 

 ３
）
第
６
回
 

日
 
時
：
令
和
３
年
３
月
２
１
日
（
日
）
9
：
50
 
～
 
1
7：

0
0
 

場
 
所
：
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
会
 

演
 
題
：
「
苦
痛
緩
和
の
た
め
の
鎮
静
に
つ
い
て
知
っ
て
お
こ
う
 

～
医
学
的
・
倫
理
的
妥
当
性
を
担
保
す
る
に
は
～
」
 

浜
の
町
病
院
緩
和
医
療
内
科
 
部
長
 
永
山
 
淳
 

「
在
宅
緩
和
ケ
ア
（
保
険
薬
局
薬
剤
師
の
立
場
か
ら
）
」
 

H
y
u
g
a
Ph
a
r
ma
c
y
株
式
会
社
き
ら
り
薬
局
名
島
店
 
薬
局
長
 
原
 
敦
子
 

「
疼
痛
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
編
 
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
久
留
米
総
合
病
院
 
副
院
長
 
杉
山
 
和
英
 

「
緩
和
ケ
ア
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
」
 

大
阪
薬
科
大
学
 
臨
床
薬
学
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
 
講
師
 
内
田
 
ま
や
こ
 

 腎
臓
病
薬
物
療
法
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
令
和
元
年
８
月
１
８
日
（
日
）
1
3
：
0
0
 ～

 
1
7：

0
0 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
４
２
０
人
 

演
 

題
：
「

慢
性

腎
臓
病

（
Ｃ
Ｋ

Ｄ
）
～

早
期
発

見
・

治
療
、

検
尿
異

常
か
ら

腎
不

全
、
腎

移
植
ま

で
～
」
 

福
岡
赤
十
字
病
院
 
腎
臓
内
科
部
長
 
満
生
 
浩
司
 

「
症
例
に
基
づ
い
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
の
薬
物
適
正
使
用
」
 

熊
本
大
学
大
学
院
 
生
命
科
学
研
究
部
・
薬
学
部
 臨

床
薬
理
学
分
野
 
教
授
 
平
田
 
純
生
 

 福
岡

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
１
２
１
人
 

演
 
題
：
「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
１
）
大
腸
癌
の
病
態
・
治
療
・
支
持
療
法
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

福
岡
大
学
薬
学
部
臨
床
薬
学
教
室
 
准
教
授
 
林
 
稔
展
 

「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
２
）
肺
が
ん
の
薬
物
療
法
」
 

九
州
大
学
病
院
薬
剤
部
 
 
渡
部
 
仁
美
 

「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
３
）
乳
が
ん
薬
物
療
法
 
～
経
口
剤
服
薬
指
導
の
実
際
～
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
久
留
米
総
合
病
院
統
括
診
療
部
薬
剤
科
 
副
薬
剤
科
長
 
葉
田
 
昌
生
 

 平
成
３
０
年
度
在
宅
緩
和
医
療
研
修
会
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
１
月
１
１
日
（
日
）
1
4
：
3
0
 ～

 
1
7
：
00
 

場
 
所
：
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
１
１
６
人
 

演
 
題
：
第
１
部
：
緩
和
ケ
ア
の
現
状
 

福
岡
大
学
病
院
 
腫
瘍
セ
ン
タ
ー
緩
和
医
療
部
門
 
 
廣
田
 
一
紀
 

第
２
部
：
緩
和
ケ
ア
で
の
麻
薬
使
用
と
チ
ー
ム
内
で
の
具
体
的
役
割
 

福
岡
大
学
病
院
薬
剤
部
 
緩
和
ケ
ア
薬
剤
師
 
 
川
田
 
哲
史
 

持
続
皮
下
注
の
実
情
に
つ
い
て
 

福
岡
大
学
病
院
薬
剤
部
 
緩
和
ケ
ア
薬
剤
師
 
土
倉
 
史
香
 

 薬
剤
師
の
た
め
の
緩
和
ケ
ア
研
修
会
 

１
）
第
４
回
 

日
 
時
：
令
和
元
年
６
月
３
０
日
（
日
）
9
：
50
 
～
 
1
7：

0
0
 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
２
０
６
人
 

演
 
題
：
「
鎮
痛
補
助
薬
に
つ
い
て
～
が
ん
に
よ
る
神
経
障
害
性
疼
痛
の
治
療
～
」
 

浜
の
町
病
院
 
薬
剤
部
 
 
松
下
 
尚
弘
 

「
オ
ピ
オ
イ
ド
鎮
痛
薬
の
依
存
と
耐
性
 オ

ピ
オ
イ
ド
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
・
Ｐ
Ｃ
Ａ
ポ
ン
プ
」
 

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
南
海
医
療
セ
ン
タ
ー
 
薬
剤
部
長
 
 
葉
田
 
昌
生
 

「
が
ん
患
者
の
呼
吸
器
症
状
の
緩
和
に
つ
い
て
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
基
に
し
て
）」

 

済
生
会
福
岡
総
合
病
院
が
ん
治
療
セ
ン
タ
ー
 
副
セ
ン
タ
ー
長
兼
外
科
部
長
 
鹿
田
 
康
紀
 

「
あ
な
た
を
忘
れ
な
い
～
 Ｍ

Ｓ
Ｗ
の
緩
和
ケ
ア
～
」
 

ブ
レ
ス
ト
ピ
ア
宮
崎
病
院
 地

域
医
療
連
携
広
報
室
 
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
 
米
田
 
智
恵
美
 

 
 

福
岡

─ 240 ─



２
）
第
５
回
 

日
 
時
：
令
和
元
年
１
１
月
１
０
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
7
：
1
5 

場
 
所
：
都
久
志
会
館
 

参
加
者
：
２
０
０
人
 

演
 
題
：
「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
１
）
前
立
腺
が
ん
の
薬
物
療
法
と
薬
学
的
介
入
の
ポ
イ
ン
ト
」
 

福
岡
大
学
筑
紫
病
院
 薬

剤
部
 
主
任
 
内
山
 
将
伸
 

「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
２
）
婦
人
科
癌
に
お
け
る
薬
学
的
な
介
入
」
 

九
州
大
学
病
院
 
薬
剤
部
 
南
 
晴
奈
 

「
医
療
連
携
・
薬
局
で
の
患
者
指
導
（
１
）
が
ん
薬
物
療
法
へ
の
薬
局
薬
剤
師
の
活
動
」
 

ク
オ
ー
ル
株
式
会
社
関
東
第
一
薬
局
事
業
本
部
 
統
括
主
任
 
村
田
 
勇
人
 

「
医
療
連
携
・
薬
局
で
の
患
者
指
導
（
２
）
踏
み
出
そ
う
！
が
ん
関
連
処
方
箋
の
は
じ
め
の
一
歩
 

～
実
際
に
体
験
し
た
症
例
を
踏
ま
え
て
～
」
 

花
こ
と
ば
薬
局
 
坂
井
 
智
凡
 

 
 

福
岡

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
令
和
３
年
１
月
１
１
日
（
月
・
祝
）
1
0
：
1
0
 ～

 
1
7
：
00
 

場
 
所
：
福
岡
県
薬
剤
師
会
講
堂
及
び
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
 

参
加
者
：
９
１
人
 

演
 
題
：
「
分
か
り
や
す
い
腎
機
能
低
下
患
者
の
薬
物
動
態
〜
吸
収
、
分
布
、
消
失
を
理
解
し
よ
う
～
」
 

京
都
薬
科
大
学
臨
床
薬
学
分
野
 
講
師
 
辻
本
 
雅
之
 

「
腎
機
能
を
踏
ま
え
た
高
齢
者
薬
物
療
法
と
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
」
 

医
療
法
人
愛
生
会
く
ま
も
と
温
石
病
院
 薬

局
長
 
森
 
直
樹
 

「
薬
剤
性
腎
障
害
を
防
ぐ
」
 

Ｉ
＆
Ｈ
株
式
会
社
 
学
術
顧
問
、
熊
本
大
学
薬
学
部
 
客
員
教
授
 
平
田
 
純
生
 

 ３
）
第
３
回
 

日
 
時
：
令
和
３
年
２
月
１
１
日
（
木
・
祝
）
1
0
：
1
0
 ～

 
1
7
：
00
 

場
 
所
：
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
会
 

参
加
者
：
１
４
９
人
 

演
 
題
：
「
腎
機
能
低
下
患
者
の
中
毒
性
副
作
用
を
防
ぐ
た
め
の
保
険
薬
局
の
か
か
わ
り
」
 

熊
本
大
学
大
学
院
生
命
科
学
研
究
部
 

薬
物
治
療
設
計
学
分
野
（
臨
床
薬
理
学
）
 
准
教
授
 
近
藤
 
悠
希
 

「
透
析
患
者
に
お
け
る
薬
物
療
法
～
治
療
に
役
立
つ
臨
床
研
究
～
」
 

熊
本
赤
十
字
病
院
 
薬
剤
部
 
病
棟
薬
剤
課
長
 
下
石
 
和
樹
 

「
薬
剤
師
の
ル
ー
テ
ィ
ン
腎
機
能
評
価
～
症
例
か
ら
学
ぶ
ピ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
～
」
 

済
生
会
熊
本
病
院
 
薬
剤
部
 
主
任
 
柴
田
 
啓
智
 

 薬
剤
師
の
た
め
の
臨
床
腫
瘍
薬
学
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
４
回
 

日
 
時
：
令
和
元
年
９
月
１
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
7
：
15
 

場
 
所
：
パ
ピ
ヨ
ン
２
４
ガ
ス
ホ
ー
ル
 

参
加
者
：
２
０
９
人
 

演
 
題
：
「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
１
）
血
液
が
ん
に
お
け
る
薬
物
治
療
の
基
礎
知
識
」
 

九
州
が
ん
セ
ン
タ
ー
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
治
験
推
進
室
 
治
験
主
任
 
衛
藤
 
智
章
 

「
主
要
が
ん
種
に
つ
い
て
（
２
）
胃
癌
の
薬
物
療
法
と
薬
学
的
介
入
」
 

福
岡
大
学
病
院
薬
剤
部
 
柿
本
 
秀
樹
 

「
医
療
連
携
・
薬
局
で
の
患
者
指
導
大
腸
が
ん
：
模
擬
症
例
へ
の
薬
物
療
法
介
入
 

−
術
後
補
助
療
法
か
ら
再
発
ま
で
」
 

溝
上
薬
局
 
執
行
役
員
 
八
坂
 
瑞
臣
 

そ
う
ご
う
薬
局
 
天
神
中
央
店
 
 
下
川
 
友
香
理
 

福
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資
料

⑦
性

と
避
妊
 

 オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
の
調
剤
に
関
す
る
研
修
会
 

日
時
：
令
和
２
年
１
０
月
３
日
（
土
）
１
５
時
０
０
分
～
１
８
時
５
０
分
 

場
所
：
福
岡
県
薬
剤
師
会
館
お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
よ
る
）
 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
緊
急
避
妊
薬
処
方
に
つ
い
て
 

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
薬
剤
師
会
 
常
務
理
事
 
楠
本
 
哲
也
 

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
処
方
上
の
留
意
点
 

福
岡
県
産
婦
人
科
医
会
 
副
会
長
 
濱
口
 
欣
也
 

福
岡
県
産
婦
人
科
医
会
 
理
 
事
 
村
上
 
文
洋
 

（
１
）
緊
急
避
妊
全
般
  

（
２
）
月
経
・
月
経
異
常
・
ホ
ル
モ
ン
調
節
機
序
  

（
３
）
Ｏ
Ｃ
全
般
・
避
妊
  

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
の
調
剤
に
つ
い
て
 

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
薬
剤
師
会
 
原
口
 
恵
子
 

公
益
社
団
法
人
福
岡
県
薬
剤
師
会
 
田
中
 
聖
 

（
１
）
薬
局
で
の
対
応
に
つ
い
て
  

（
２
）
患
者
対
応
等
に
つ
い
て
 

 
 

福
岡

資
料

⑤
エ
ビ

デ
ン

ス
化

の
手

法
（

研
究

計
画

の
立

案
、

計
画

書
の

作
成

）
 

資
料

⑥
研
究

計
画

書
の

作
成

（
薬

剤
師

会
等

の
事

業
か

ら
エ

ビ
デ

ン
ス

創
出

を
目

指
す

）
 

 学
会
発
表
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
～
そ
の
演
題
、
倫
理
審
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
？
～
 

日
 
時
：
令
和
元
年
５
月
１
９
日
（
日
）
1
3
：
3
0
 ～

 
1
6：

3
0 

場
 
所
：
福
岡
県
中
小
企
業
振
興
セ
ン
タ
ー
 

参
加
者
：
１
０
４
人
 

演
 
題
：
「
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
研
究
倫
理
～
研
究
倫
理
研
修
と
倫
理
審
査
の
必
要
性
～
」
 

日
本
大
学
薬
学
部
 
薬
事
管
理
学
研
究
室
 
教
授
 
亀
井
 
美
和
子
 

「
研
究
計
画
書
の
記
載
例
と
福
岡
県
薬
剤
師
会
に
お
け
る
学
術
倫
理
審
査
の
実
際
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
副
会
長
 
神
村
 
英
利
 

「
倫
理
審
査
申
請
書
類
の
書
き
方
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
 
室
長
 
 
神
 
雅
子
 

 学
会
発
表
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
「
臨
床
研
究
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」
 

日
 
時
：
令
和
３
年
３
月
２
１
日
（
日
）
1
1
：
5
0
 ～

 
1
3：

2
0 

場
 
所
：
Ｗ
ｅ
ｂ
研
修
 

基
調
講
演
：「

臨
床
研
究
な
ん
て
と
て
も
、
と
お
っ
し
ゃ
る
あ
な
た
に
」
 

兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
 
所
長
 
平
井
 
み
ど
り
 

講
 
演
 
１
：
「
現
場
の
疑
問
を
臨
床
研
究
に
！
～
研
究
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
コ
ツ
と
ツ
ボ
～
」
 

一
般
社
団
法
人
福
岡
市
薬
剤
師
会
 
林
田
 
諭
 

講
 
演
 
２
：
「
学
会
発
表
に
い
た
る
ま
で
」
 

平
成
薬
局
 
松
下
 
真
和
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演
 
題
：
「
保
険
薬
局
に
お
け
る
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
の
取
り
組
み
」
 

ス
マ
イ
ル
薬
局
 
濱
 
寛
 

「
医
師
と
協
働
し
て
取
り
組
む
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
と
地
域
連
携
」
 

九
州
病
院
 
薬
剤
部
 
阿
部
 
名
月
 

「
院
内
と
地
域
に
お
け
る
抗
菌
薬
適
正
使
用
へ
の
薬
剤
師
の
関
わ
り
」
 

大
牟
田
市
立
病
院
 
薬
剤
部
 
笠
田
 
高
志
 

「
V
P
CS

を
利
用
し
た
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
共
有
化
 

～
福
岡
市
薬
剤
師
会
薬
局
七
隈
店
で
の
取
り
組
み
～
」
 

福
岡
市
薬
剤
師
会
薬
局
七
隈
店
 
早
田
 
佳
生
 

 
 

福
岡

資
料

⑨
外
来
・
入

退
院

時
の

医
療

機
関

と
薬

局
の

連
携

の
事

例
の

提
出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を
目

指
す

）
 

 平
成
３
０
年
度
患
者
の
た
め
の
薬
局
ビ
ジ
ョ
ン
推
進
事
業
 

「
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
共
有
化
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
多
職
種
連
携
推
進
事
業
」
に
お
け
る
事
業
説
明
会
 

１
）
城
南
区
お
よ
び
早
良
区
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
３
日
（
月
）
1
9：

3
0 
～
 2
0
：
3
0 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
６
３
人
 

２
）
宗
像
地
区
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
１
０
日
（
月
）
1
9
：
3
0
 ～

 
2
0
：
30
 

場
 
所
：
宗
像
医
師
会
病
院
 

参
加
者
：
２
４
人
 

（
１
７
）
Ｐ
Ｃ
Ａ
ポ
ン
プ
を
活
用
し
た
集
合
実
技
研
修
 

１
）
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
１
２
月
６
日
（
木
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
3
0 

場
 
所
：
え
ー
る
ピ
ア
久
留
米
 

参
加
者
：
２
６
人
 

２
）
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
１
月
１
６
日
（
水
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
3
0 

場
 
所
：
健
康
医
療
福
祉
研
修
会
館
 

参
加
者
：
１
５
人
 

３
）
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
 
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
１
月
２
８
日
（
月
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
3
0 

場
 
所
：
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
 
 

参
加
者
：
９
人
 

４
）
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
 

日
 
時
：
平
成
３
１
年
１
月
２
９
日
（
火
）
1
9：

3
0 
～
 2
1
：
3
0 

場
 
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 

参
加
者
：
１
４
人
 

 薬
局
・
病
院
薬
剤
師
の
た
め
の
相
互
連
携
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

日
 
時
：
令
和
２
年
２
月
２
日
（
日
）
1
4：

0
0 
～
 1
6
：
00
 

場
 
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 

参
加
者
：
１
２
３
人
 

 福
岡
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演
 
題
：
「
た
ば
こ
が
影
響
す
る
肺
疾
患
と
禁
煙
外
来
に
お
け
る
一
般
的
な
治
療
に
つ
い
て
」
 

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
 
福
岡
病
院
 
院
長
 
岩
永
 
知
秋
 

「
禁
煙
相
談
員
が
行
う
情
報
提
供
と
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
理
事
 
中
原
 
学
 

 禁
煙
相
談
員
養
成
研
修
会
 

日
 
時
：
令
和
元
年
８
月
４
日
（
日
）
1
3：

0
0 
～
 1
5
：
40
 

場
 
所
：
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
 

参
加
者
：
１
８
４
人
 

演
 
題
：
「
禁
煙
外
来
の
実
際
と
受
動
喫
煙
の
健
康
被
害
に
つ
い
て
」
 

福
岡
病
院
 
呼
吸
器
内
科
部
長
 
野
上
 
裕
子
 

「
健
康
増
進
法
改
正
に
つ
い
て
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
理
事
 
田
城
 
涼
子
 

 
 

福
岡

⑩
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

 

 禁
煙
相
談
員
養
成
研
修
会
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
９
月
３
日
（
日
）
1
3
：
0
0
 ～

 
1
6：

0
5 

場
 
所
：
ホ
テ
ル
レ
ガ
ロ
福
岡
 

参
加
者
：
２
８
４
人
 

演
 
題
：
「
た
ば
こ
病
（
肺
癌
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
な
ど
）
と
禁
煙
治
療
」
 

国
立
病
院
機
構
 
大
牟
田
病
院
 
院
長
 
川
崎
 
雅
之
 

「
成
功
す
る
禁
煙
サ
ポ
ー
ト
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
 
委
員
 
馬
場
 
正
佳
 

 １
３
）
休
職
中
や
職
場
復
帰
計
画
中
の
女
性
薬
剤
師
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
 

１
）
第
１
回
 

日
 
時
：
平
成
２
９
年
１
２
月
３
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
3
：
0
0 

場
 
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 
大
会
議
室
 

参
加
者
：
９
５
人
 

演
 
題
：
「
上
手
に
使
お
う
健
康
食
品
－
健
康
食
品
と
医
薬
品
と
の
相
互
作
用
－
」
 

福
岡
県
薬
剤
師
会
薬
事
情
報
セ
ン
タ
ー
 
佐
々
 
美
加
子
 

「
サ
プ
リ
メ
ン
ト
・
健
康
食
品
の
適
正
使
用
に
向
け
た
現
状
と
課
題
 

－
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
臨
床
的
意
義
－
」
 

健
康
科
学
大
学
客
員
教
授
 
DH
C
 
研
究
顧
問
 
蒲
原
 
聖
可
 

２
）
第
２
回
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
２
月
１
８
日
（
日
）
1
0：

0
0 
～
 1
3
：
0
0 

場
 
所
：
ア
ク
ロ
ス
福
岡
 
大
会
議
室
 

参
加
者
：
９
９
人
 

演
 
題
：
「
超
高
齢
社
会
を
迎
え
て
健
康
維
持
の
た
め
の
栄
養
・
食
事
相
談
に
つ
い
て
」
 

 
九
州
大
学
病
院
栄
養
管
理
室
 
 
山
口
 
貞
子
 

「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
の
た
め
の
一
般
用
医
薬
品
に
つ
い
て
 

－
相
談
と
販
売
の
た
め
の
知
識
を
学
ぶ
－
」
 

佐
賀
県
薬
剤
師
会
 
顧
問
 
 高

祖
 
順
一
 

 禁
煙
相
談
員
養
成
研
修
会
 

日
 
時
：
平
成
３
０
年
８
月
１
９
日
（
日
）
1
3：

1
5 
～
 1
6
：
1
5 

場
 
所
：
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡
 

参
加
者
：
２
３
８
人
 

 福
岡
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⑪
医

療
機
関

と
薬

局
の

連
携

に
つ

い
て

 

⑫
受

講
者
：

自
県

に
お

け
る

薬
薬

連
携

の
現

状
把

握
や

課
題

抽
出

 

都
道

府
県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

 

 福
岡

県
薬
剤

師
会

と
し

て
の

薬
薬

連
携

に
関

す
る

取
組

計
画

（
案

）
 

 【
W
h
a
t】

 

県
内
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
薬
局
薬
剤
師
と
病
院
薬
剤
師
の
合
同
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
 

（
福
岡
県
に
は

29
市
、
2
9
町
、
2
村
が
あ
り
、
こ
れ
ら

6
0
市
町
村
は
地
理
的
、
歴
史
的
、
経
済
的
特
性
な

ど
か
ら
、
「
福
岡
」「

北
九
州
」「

筑
後
」
「
筑
豊
」
の

4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
ら
れ
て
い
る
）
 

【
W
h
y】

 

地
域

の
薬

局
と
病

院
の
薬

剤
師

が
合
同

で
ト
レ

ー
シ
ン

グ
レ

ポ
ー
ト

や
ポ
リ

フ
ァ
ー

マ
シ

ー
の
ワ

ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
相
互
に
連
携
を
深
め
る
 

【
H
o
w】

 

対
象
者
：
薬
局
及
び
病
院
に
勤
務
す
る
薬
剤
師
 

■
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
 

場
所
：
福
岡
市
薬
剤
師
会
館
 
（
福
岡
市
中
央
区
今
泉
１
－
１
－
１
）
 

人
数
：
４
０
名
（
薬
局
薬
剤
師
：
２
０
名
、
病
院
薬
剤
師
：
２
０
名
）
 

テ
ー
マ
：
入
退
院
時
薬
剤
連
携
シ
ー
ト
と
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
の
活
用
 

■
北
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
 

場
所
：
健
康
医
療
福
祉
研
修
会
館
 
（
北
九
州
市
八
幡
東
区
尾
倉
２
丁
目
６
番
２
２
号
）
 

人
数
：
３
０
名
（
薬
局
薬
剤
師
：
２
０
名
、
病
院
薬
剤
師
：
１
０
名
）
 

テ
ー
マ
：
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
 

■
筑
後
ブ
ロ
ッ
ク
 

場
所
：
地
場
産
く
る
め
 
（
久
留
米
市
東
合
川
５
－
８
－
５
）
 

人
数
：
３
０
名
（
薬
局
薬
剤
師
：
２
０
名
、
病
院
薬
剤
師
１
０
名
）
 

テ
ー
マ
：
ト
レ
ー
シ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
 

■
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
 

場
所
：
飯
塚
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
２
階
 
（
飯
塚
市
飯
塚
１
４
番
６
７
号
）
 

人
数
：
４
０
名
（
薬
局
薬
剤
師
：
２
０
名
、
病
院
薬
剤
師
：
２
０
名
）
 

テ
ー
マ
：
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
 

福
岡
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佐
賀

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

災
害

医
療

原
則

の
CS

CA
（

指
揮

連
携

、
安

全
、

情
報

伝
達

、
評

価
）

に
つ

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
と

BC
Pに

つ
い

て
令

和
2年

1月
15

日
（

水
）

、
令

和
３

年
１

月
２

０
日

（
木

）

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

対
策

セ
ミ

ナ
ー

生
涯

学
習

（
平

成
31

年
4月

6日
、

令
和

元
年

5月
11

日
、

5月
18

日
、

6月
29

日
）

地
域

ケ
ア

会
議

参
加

に
向

け
た

研
修

会

令
和

元
年

8月
30

日
、

2年
8月

30
日

感
染

症
　

－
最

近
の

話
題

と
抗

菌
薬

適
正

使
用

、
耐

性
菌

生
涯

学
習

（
令

和
元

年
9月

21
日

）
病

態
と

患
者

特
性

に
基

づ
く

薬
学

的
管

理
・

指
導

の
た

め
の

研
修

会
令

和
3年

2月
20

日
薬

局
で

の
臨

床
研

究
実

施
の

た
め

に
必

要
な

事
生

涯
学

習
（

令
和

２
年

7月
11

日
）

「
薬

剤
師

臨
床

研
究

に
お

け
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
－

ア
ン

ケ
ー

ト
票

の
作

成
か

ら
学

会
発

表
ま

で
－

」
生

涯
学

習
（

令
和

元
年

７
月

20
日

）
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

関
す

る
研

修
会

令
和

2年
2月

22
日

、
３

年
2月

13
日

が
ん

薬
物

療
法

 薬
薬

連
携

研
修

会

令
和

3年
1月

28
日

入
院

時
及

び
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
け

る
薬

薬
連

携
に

よ
る

薬
局

薬
剤

師
の

参
画

、
「

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

推
進

事
業

」
に

関
す

る
研

修
会

令
和

元
年

10
月

8日
（

火
）

薬
剤

師
が

支
え

る
成

育
医

療
 

第
5回

佐
賀

県
薬

剤
師

会
学

術
大

会
　

令
和

2年
11

月
29

日
く

す
り

の
専

門
家

で
あ

る
た

め
の

Ｏ
Ｔ

Ｃ
入

門
令

和
3年

3月
6日

（
土

）

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
い

て
実

施
済

み
２

カ
月

に
一

度
開

催
さ

れ
る

佐
賀

県
薬

薬
剤

師
会

医
療

安
全

委
員

会
に

て
、

県
内

に
あ

る
八

つ
の

広
域

医
療

機
関

の
病

院
薬

剤
師

と
、

各
地

域
薬

剤
師

会
の

理
事

が
情

報
交

換
を

行
っ

て
様

々
な

問
題

解
決

を
行

っ
て

い
る

。
２

カ
月

に
一

度
開

催

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

実
施

済
み

同
上

Ｒ
元

度

Ｈ
30

度

Ｈ
29

度

外
来

・
入

退
院

時
の

医
療

機
関

と
薬

局
の

連
携

の
事

例
の

提
出

（
地

域
で

の
薬

薬
連

携
の

推
進

を
目

指
す

）

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

受
講

者
課

題

実
施

済
み

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）

研
修

テ
ー

マ

令
和

2年
度

令
和

2年
度

令
和

元
年

度

令
和

2年
度

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

令
和

元
年

度
実

施
済

み
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

受
講

者
課

題

令
和

元
年

度
、

２
年

度
実

施
済

み
・

性
と

避
妊

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

研
修

テ
ー

マ

令
和

2年
度

令
和

2年
度

令
和

元
年

度

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

実
施

済
み

平
成

31
年

度

研
修

テ
ー

マ
・

病
院

や
地

域
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

に
必

要
と

さ
れ

る
医

療
薬

学
的

知
識

・
技

術
（

臨
床

検
査

値
を

活
用

し
た

薬
学

的
管

理
、

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

対
策

）

薬
薬

連
携

・
他

職
種

連
携

の
推

進
、

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
計

画
の

立
案

（
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

の
実

施
を

目
指

す
）

受
講

者
課

題
実

施
済

み
令

和
元

年
、

２
年

度

実
施

済
み

実
施

済
み

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｒ
２

度

研
修

テ
ー

マ

実
施

済
み

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

佐
賀

─ 246 ─



佐
賀

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

災
害

医
療

原
則

の
CS

CA
（

指
揮

連
携

、
安

全
、

情
報

伝
達

、
評

価
）

に
つ

い
て

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
と

BC
Pに

つ
い

て
令

和
2年

1月
15

日
（

水
）

、
令

和
３

年
１

月
２

０
日

（
木

）

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

対
策

セ
ミ

ナ
ー

生
涯

学
習

（
平

成
31

年
4月

6日
、

令
和

元
年

5月
11

日
、

5月
18

日
、

6月
29

日
）

地
域

ケ
ア

会
議

参
加

に
向

け
た

研
修

会

令
和

元
年

8月
30

日
、

2年
8月

30
日

感
染

症
　

－
最

近
の

話
題

と
抗

菌
薬

適
正

使
用

、
耐

性
菌

生
涯

学
習

（
令

和
元

年
9月

21
日

）
病

態
と

患
者

特
性

に
基

づ
く

薬
学

的
管

理
・

指
導

の
た

め
の

研
修

会
令

和
3年

2月
20

日
薬

局
で

の
臨

床
研

究
実

施
の

た
め

に
必

要
な

事
生

涯
学

習
（

令
和

２
年

7月
11

日
）

「
薬

剤
師

臨
床

研
究

に
お

け
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
－

ア
ン

ケ
ー

ト
票

の
作

成
か

ら
学

会
発

表
ま

で
－

」
生

涯
学

習
（

令
和

元
年

７
月

20
日

）
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

関
す

る
研

修
会

令
和

2年
2月

22
日

、
３

年
2月

13
日

が
ん

薬
物

療
法

 薬
薬

連
携

研
修

会

令
和

3年
1月

28
日

入
院

時
及

び
退

院
時

カ
ン

フ
ァ

レ
ン

ス
に

お
け

る
薬

薬
連

携
に

よ
る

薬
局

薬
剤

師
の

参
画

、
「

退
院

時
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

推
進

事
業

」
に

関
す

る
研

修
会

令
和

元
年

10
月

8日
（

火
）

薬
剤

師
が

支
え

る
成

育
医

療
 

第
5回

佐
賀

県
薬

剤
師

会
学

術
大

会
　

令
和

2年
11

月
29

日
く

す
り

の
専

門
家

で
あ

る
た

め
の

Ｏ
Ｔ

Ｃ
入

門
令

和
3年

3月
6日

（
土

）

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
い

て
実

施
済

み
２

カ
月

に
一

度
開

催
さ

れ
る

佐
賀

県
薬

薬
剤

師
会

医
療

安
全

委
員

会
に

て
、

県
内

に
あ

る
八

つ
の

広
域

医
療

機
関

の
病

院
薬

剤
師

と
、

各
地

域
薬

剤
師

会
の

理
事

が
情

報
交

換
を

行
っ

て
様

々
な

問
題

解
決

を
行

っ
て

い
る

。
２

カ
月

に
一

度
開

催

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

実
施

済
み

同
上

Ｒ
元

度

Ｈ
30

度

Ｈ
29

度

外
来

・
入

退
院

時
の

医
療

機
関

と
薬

局
の

連
携

の
事

例
の

提
出

（
地

域
で

の
薬

薬
連

携
の

推
進

を
目

指
す

）

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

受
講

者
課

題

実
施

済
み

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）

研
修

テ
ー

マ

令
和

2年
度

令
和

2年
度

令
和

元
年

度

令
和

2年
度

実
施

済
み

実
施

済
み

実
施

済
み

令
和

元
年

度
実

施
済

み
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

受
講

者
課

題

令
和

元
年

度
、

２
年

度
実

施
済

み
・

性
と

避
妊

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

研
修

テ
ー

マ

令
和

2年
度

令
和

2年
度

令
和

元
年

度

令
和

元
年

度
令

和
２

年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

実
施

済
み

平
成

31
年

度

研
修

テ
ー

マ
・

病
院

や
地

域
に

お
け

る
チ

ー
ム

医
療

に
必

要
と

さ
れ

る
医

療
薬

学
的

知
識

・
技

術
（

臨
床

検
査

値
を

活
用

し
た

薬
学

的
管

理
、

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

対
策

）

薬
薬

連
携

・
他

職
種

連
携

の
推

進
、

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
計

画
の

立
案

（
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

の
実

施
を

目
指

す
）

受
講

者
課

題
実

施
済

み
令

和
元

年
、

２
年

度

実
施

済
み

実
施

済
み

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｒ
２

度

研
修

テ
ー

マ

実
施

済
み

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

年
度

開
催
日

参
加
人
数

（
人
）

研
修
会
名

元
（
20
19
）
年
度

平
成
31
年
4月

6日
、
令
和
元
年
5月

11
日
、
5月

18
日
、
6月

29
日

95
4回

と
も
同
じ
内
容
生
涯
学
習

元
（
20
19
）
年
度

令
和
1年

7月
20
日

13
3
生
涯
学
習

元
（
20
19
）
年
度

令
和
1年

10
月
4日

12
3
地
域
ケ
ア

元
（
20
19
）
年
度

令
和
1年

9月
21
日

73
生
涯
学
習

元
（
20
19
）
年
度

令
和
1年

10
月
8日

13
3
退
院
時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

元
（
20
19
）
年
度

令
和
2年

1月
15
日

64
総
務
災
害
研
修
会

元
（
20
19
）
年
度

令
和
2年

2月
22
日

15
2
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
調
剤

2（
20
20
）
年
度

令
和
2年

7月
11
日

14
6
生
涯
学
習

2（
20
20
）
年
度

令
和
2年

8月
28
日

1※
13
0
地
域
ケ
ア

2（
20
20
）
年
度

令
和
2年

11
月
29
日

2※
16
4
第
5回

学
術
大
会

2（
20
20
）
年
度

令
和
3年

1月
20
日

13
5
総
務
災
害
研
修
会

2（
20
20
）
年
度

令
和
3年

1月
28
日

10
8
が
ん
薬
物
療
法

2（
20
20
）
年
度

令
和
3年

2月
13
日

47
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
調
剤

2（
20
20
）
年
度

令
和
3年

2月
20
日

66
患
者
特
性
に
基
づ
く
管
理
指
導

2（
20
20
）
年
度

令
和
3年

3月
6日

56
OT
C

1※
 
13
0人

う
ち
1名

は
薬
学
生

2※
 
16
4人

は
の
べ
人
数
。
午
前
と
午
後
に
区
切
っ
た
学
術
大
会
の
た
め

佐
賀

─ 247 ─



長
崎

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

1）
長

崎
県

主
催

　
災

害
時

保
健

医
療

福
祉

調
整

班
活

動
訓

練
へ

参
加

（
担

当
役

員
参

加
　

年
1回

）
2）

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
育

成
研

修
会

（
長

崎
県

主
催

に
共

催
開

催
）

　
参

加
者

　
97

名
　

　
R3

.2
.7

（
日

）
9：

00
～

14
：

30
　

　
研

修
内

容
   

   
 コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

業
務

、
災

害
ロ

ジ
テ

ィ
ク

ス
で

必
要

な
知

識
、

薬
事

ト
リ

ア
ー

ジ
の

概
念

等
　

　
　

　
講

師
　

　
長

崎
大

学
病

院
　

安
藝

、
岡

山
大

学
　

渡
邊

、
他

　
　

長
崎

県
へ

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

候
補

者
を

推
薦

（
各

地
域

よ
り

16
名

）

平
成

30
年

度
よ

り
毎

年

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

日
本

薬
剤

師
会

　
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

く
研

修
会

の
実

施
　

R2
.1

2.
11

（
金

）
19

：
30

～
21

：
00

　
　

参
加

者
　

30
0名

）
　

内
容

　
医

療
薬

学
的

知
識

と
技

能
（

5検
査

値
の

把
握

）
　

　
講

師
　

長
崎

大
学

　
病

院
薬

剤
部

　
橋

詰
　

淳
哉

令
和

2年
度

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
検

討
中

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

実
施

済
み

H3
1.

3.
24

研
修

会
開

催
　

　
参

加
者

 9
0名

テ
ー

マ
「

AM
R対

策
に

お
い

て
薬

剤
師

は
ど

の
よ

う
に

取
り

組
む

か
」

 　
講

師
）

山
口

大
学

医
学

部
附

属
病

院
　

薬
剤

部
長

　
北

原
　

隆
志

平
成

30
年

度

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
検

討
中

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

H3
1.

2.
3(

日
）

長
崎

県
薬

剤
師

会
プ

レ
学

術
大

会
　

　
　

参
加

　
87

名
　

　
大

会
テ

ー
マ

「
さ

あ
、

は
じ

め
よ

う
学

術
研

究
」

　
　

特
別

講
演

　
「

薬
局

に
お

け
る

研
究

と
研

究
倫

理
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

講
師

　
　

日
本

薬
剤

師
会

　
常

務
理

事
　

宮
﨑

長
一

郎
　

　
特

別
講

演
　

学
術

研
究

の
進

め
方

に
つ

い
て

　
　

　
　

　
講

師
　

　
長

崎
大

学
病

院
薬

剤
部

　
准

教
授

・
副

薬
剤

部
長

　
　

兒
玉

　
幸

修

平
成

30
年

度

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

実
施

済
み

報
告

書
に

て
提

出
済

み

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

長
崎
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長
崎

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

1）
長

崎
県

主
催

　
災

害
時

保
健

医
療

福
祉

調
整

班
活

動
訓

練
へ

参
加

（
担

当
役

員
参

加
　

年
1回

）
2）

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
育

成
研

修
会

（
長

崎
県

主
催

に
共

催
開

催
）

　
参

加
者

　
97

名
　

　
R3

.2
.7

（
日

）
9：

00
～

14
：

30
　

　
研

修
内

容
   

   
 コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
の

業
務

、
災

害
ロ

ジ
テ

ィ
ク

ス
で

必
要

な
知

識
、

薬
事

ト
リ

ア
ー

ジ
の

概
念

等
　

　
　

　
講

師
　

　
長

崎
大

学
病

院
　

安
藝

、
岡

山
大

学
　

渡
邊

、
他

　
　

長
崎

県
へ

災
害

薬
事

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

候
補

者
を

推
薦

（
各

地
域

よ
り

16
名

）

平
成

30
年

度
よ

り
毎

年

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

日
本

薬
剤

師
会

　
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

く
研

修
会

の
実

施
　

R2
.1

2.
11

（
金

）
19

：
30

～
21

：
00

　
　

参
加

者
　

30
0名

）
　

内
容

　
医

療
薬

学
的

知
識

と
技

能
（

5検
査

値
の

把
握

）
　

　
講

師
　

長
崎

大
学

　
病

院
薬

剤
部

　
橋

詰
　

淳
哉

令
和

2年
度

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
検

討
中

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

実
施

済
み

H3
1.

3.
24

研
修

会
開

催
　

　
参

加
者

 9
0名

テ
ー

マ
「

AM
R対

策
に

お
い

て
薬

剤
師

は
ど

の
よ

う
に

取
り

組
む

か
」

 　
講

師
）

山
口

大
学

医
学

部
附

属
病

院
　

薬
剤

部
長

　
北

原
　

隆
志

平
成

30
年

度

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
検

討
中

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

H3
1.

2.
3(

日
）

長
崎

県
薬

剤
師

会
プ

レ
学

術
大

会
　

　
　

参
加

　
87

名
　

　
大

会
テ

ー
マ

「
さ

あ
、

は
じ

め
よ

う
学

術
研

究
」

　
　

特
別

講
演

　
「

薬
局

に
お

け
る

研
究

と
研

究
倫

理
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

講
師

　
　

日
本

薬
剤

師
会

　
常

務
理

事
　

宮
﨑

長
一

郎
　

　
特

別
講

演
　

学
術

研
究

の
進

め
方

に
つ

い
て

　
　

　
　

　
講

師
　

　
長

崎
大

学
病

院
薬

剤
部

　
准

教
授

・
副

薬
剤

部
長

　
　

兒
玉

　
幸

修

平
成

30
年

度

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

実
施

済
み

報
告

書
に

て
提

出
済

み

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

・
性

と
避

妊
実

施
済

み

R2
.1

1.
15

（
日

）
13

：
30

～
17

：
00

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
に

伴
う

緊
急

避
妊

薬
の

調
剤

に
関

す
る

研
修

会
開

催
　

　
参

加
　

22
2名

　
　

講
演

1）
「

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

緊
急

避
妊

薬
処

方
に

つ
い

て
」

　
　

　
　

講
師

：
長

崎
県

薬
剤

師
会

常
務

理
事

　
井

手
　

佳
位

輔
　

　
講

演
2）

「
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

処
方

上
の

留
意

点
」

　
　

　
　

講
師

：
長

崎
大

学
病

院
産

婦
人

科
　

講
師

　
北

島
　

百
合

子
　

　
講

演
3）

「
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

つ
い

て
」

　
　

　
講

師
：

長
崎

県
薬

剤
師

会
　

社
会

保
険

委
員

会
委

員
　

西
岡

　
雄

一

令
和

2年
度

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

1）
が

ん
薬

物
療

法
と

薬
局

薬
剤

師
に

関
す

る
研

修
会

を
開

催
　

令
和

元
.1

2.
13

（
金

）
19

：
30

～
　

　
参

加
者

53
名

　
テ

ー
マ

「
が

ん
薬

物
療

法
と

薬
局

薬
剤

師
に

期
待

す
る

役
割

」
 　

講
師

）
国

立
が

ん
研

究
セ

ン
タ

ー
東

病
院

　
薬

剤
部

　
副

薬
剤

部
長

　
松

井
　

礼
子

2）
糖

尿
病

薬
物

治
療

研
修

会
（

SM
BG

実
践

型
形

式
）

開
催

　
R元

.1
2.

12
（

諫
早

地
区

）
参

加
26

名
3）

糖
尿

病
薬

物
療

法
研

修
会

　
R2

.1
.2

2（
水

）
19

：
30

～
　

講
師

　
長

崎
原

爆
病

院
内

分
泌

.代
謝

内
科

部
長

　
藤

田
　

成
裕

令
和

元
年

度

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

報
告

書
に

て
提

出
済

み

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師
検

討
中

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

実
施

済
み

OT
C研

修
会

の
開

催
　

R元
.8

.2
9（

金
）

諫
早

地
区

　
　

　
参

加
者

　
40

名
　

　
　

9.
19

（
木

）
佐

世
保

地
区

　
　

参
加

者
　

36
名

　
研

修
内

容
：

セ
ル

フ
メ

デ
ィ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

定
義

、
国

の
医

療
費

推
移

、
添

付
文

書
の

読
み

方
な

ど
　

　
　

講
師

　
長

崎
県

薬
剤

師
会

　
理

事
　

澤
勢

　
瑞

城

令
和

元
年

度

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
い

て
検

討
中

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

の
実

践
に

向
け

た
具

体
的

な
取

組
計

画
の

提
出

実
施

済
み

報
告

書
に

て
提

出
済

み

Ｒ
元

度
研

修
テ

ー
マ

Ｒ
２

度

研
修

テ
ー

マ

長
崎
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熊
本

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

平
成

29
年

度
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

、
災

害
支

援
薬

剤
師

育
成

研
修

会
(平

成
30

年
1月

14
日

開
催

・
12

3名
)を

開
催

し
、

次
年

度
以

降
も

毎
年

開
催

し
て

い
る

。
平

成
30

年
度

に
は

モ
バ

イ
ル

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
を

開
催

、
毎

年
開

催
し

て
い

る
。

令
和

3年
度

に
医

薬
品

卸
・

行
政

と
の

合
同

研
修

会
を

実
施

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
災

害
時

医
療

救
護

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

令
和

３
年

度
作

成
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
基

に
し

た
研

修
会

を
支

部
ご

と
に

実
施

予
定

で
あ

る
。

平
成

29
年

度
～

実
施

令
和

3年
度

実
施

予
定

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

に
関

す
る

研
修

会
「

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

を
攻

略
す

る
～

減
ら

せ
る

薬
、

減
ら

さ
な

い
薬

～
」

を
開

催
し

た
(平

成
31

年
2月

3日
・

71
名

）
。

保
険

薬
局

に
よ

る
ト

レ
ー

シ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
・

CK
Dシ

ー
ル

を
利

用
し

た
情

報
共

有
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
開

催
し

た
(令

和
2年

11
月

1日
開

催
・

86
名

）
。

平
成

30
年

度
実

施
令

和
2年

度
実

施

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
検

討
中

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

検
討

中

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
実

施
済

み
薬

剤
師

が
取

り
組

む
睡

眠
薬

・
抗

不
安

薬
の

適
正

使
用

に
つ

い
て

研
修

会
を

開
催

し
た

(平
成

30
年

8月
26

日
・

76
名

）
。

平
成

30
年

度
実

施

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

研
究

倫
理

の
重

要
性

、
医

療
従

事
者

の
た

め
の

実
践

統
計

等
に

つ
い

て
の

研
修

会
（

研
究

発
表

支
援

研
修

会
(平

成
30

年
3月

11
日

）
）

を
開

催
し

、
翌

年
に

は
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

に
よ

る
研

究
計

画
作

成
に

つ
い

て
の

研
修

会
(平

成
31

年
3月

3日
)を

開
催

し
た

。
令

和
3年

3月
に

は
「

と
り

あ
え

ず
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

、
学

会
・

論
文

執
筆

に
耐

え
ら

れ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

」
と

題
し

、
中

国
学

園
大

学
現

代
生

活
学

部
教

授
 波

多
江

崇
先

生
よ

り
講

義
い

た
だ

く
予

定
で

あ
る

。

平
成

29
年

度
実

施
平

成
30

年
度

実
施

令
和

3年
3月

実
施

予
定

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

実
施

済
み

が
ん

領
域

に
お

け
る

高
度

な
薬

学
的

管
理

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
を

行
う

薬
剤

師
の

育
成

と
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
を

進
め

る
た

め
の

糸
口

と
研

修
方

法
の

調
査

平
成

30
年

度
～

令
和

元
年

度
実

施
・

性
と

避
妊

検
討

中

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

以
下

の
研

修
会

を
開

催
。

令
和

2年
12

月
13

日
開

催
「

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
会

」
・

93
名

（
①

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
（

リ
ウ

マ
チ

）
に

つ
い

て
、

②
感

染
症

に
つ

い
て

、
③

脳
神

経
に

つ
い

て
、

④
糖

尿
病

に
つ

い
て

）
令

和
3年

2月
28

日
開

催
「

生
涯

学
習

研
修

会
」

・
12

6名
（

①
「

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

」
の

概
要

と
免

疫
抑

制
剤

の
薬

学
的

管
理

指
導

に
お

け
る

注
意

点
に

つ
い

て
～

メ
ト

ト
レ

キ
サ

ー
ト

を
中

心
に

～
、

②
抗

凝
固

薬
の

副
作

用
と

そ
の

対
策

に
ち

て
、

③
糖

尿
病

の
薬

学
的

管
理

～
副

作
用

と
そ

の
対

策
～

、
④

抗
が

ん
薬

の
副

作
用

と
そ

の
対

策
に

つ
い

て
）

令
和

2年
度

実
施

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

病
院

・
診

療
所

勤
務

薬
剤

師
の

た
め

の
薬

剤
業

務
手

引
き

(第
8章

）
を

作
成

（
令

和
元

年
6月

作
成

）
令

和
元

年
度

実
施

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度
研

修
テ

ー
マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

Ｒ
元

度
研

修
テ

ー
マ

熊
本

─ 250 ─



熊
本

県
薬

剤
師

会
年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

平
成

29
年

度
災

害
薬

事
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

、
災

害
支

援
薬

剤
師

育
成

研
修

会
(平

成
30

年
1月

14
日

開
催

・
12

3名
)を

開
催

し
、

次
年

度
以

降
も

毎
年

開
催

し
て

い
る

。
平

成
30

年
度

に
は

モ
バ

イ
ル

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
を

開
催

、
毎

年
開

催
し

て
い

る
。

令
和

3年
度

に
医

薬
品

卸
・

行
政

と
の

合
同

研
修

会
を

実
施

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
災

害
時

医
療

救
護

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

令
和

３
年

度
作

成
し

、
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
基

に
し

た
研

修
会

を
支

部
ご

と
に

実
施

予
定

で
あ

る
。

平
成

29
年

度
～

実
施

令
和

3年
度

実
施

予
定

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

に
関

す
る

研
修

会
「

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

を
攻

略
す

る
～

減
ら

せ
る

薬
、

減
ら

さ
な

い
薬

～
」

を
開

催
し

た
(平

成
31

年
2月

3日
・

71
名

）
。

保
険

薬
局

に
よ

る
ト

レ
ー

シ
ン

グ
レ

ポ
ー

ト
・

CK
Dシ

ー
ル

を
利

用
し

た
情

報
共

有
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

の
研

修
会

を
開

催
し

た
(令

和
2年

11
月

1日
開

催
・

86
名

）
。

平
成

30
年

度
実

施
令

和
2年

度
実

施

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
施

を
目

指
す

）
検

討
中

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

検
討

中

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
Ｂ

Ｍ
等

）
実

施
済

み
薬

剤
師

が
取

り
組

む
睡

眠
薬

・
抗

不
安

薬
の

適
正

使
用

に
つ

い
て

研
修

会
を

開
催

し
た

(平
成

30
年

8月
26

日
・

76
名

）
。

平
成

30
年

度
実

施

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

研
究

倫
理

の
重

要
性

、
医

療
従

事
者

の
た

め
の

実
践

統
計

等
に

つ
い

て
の

研
修

会
（

研
究

発
表

支
援

研
修

会
(平

成
30

年
3月

11
日

）
）

を
開

催
し

、
翌

年
に

は
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

に
よ

る
研

究
計

画
作

成
に

つ
い

て
の

研
修

会
(平

成
31

年
3月

3日
)を

開
催

し
た

。
令

和
3年

3月
に

は
「

と
り

あ
え

ず
ア

ン
ケ

ー
ト

か
ら

、
学

会
・

論
文

執
筆

に
耐

え
ら

れ
る

ア
ン

ケ
ー

ト
へ

」
と

題
し

、
中

国
学

園
大

学
現

代
生

活
学

部
教

授
 波

多
江

崇
先

生
よ

り
講

義
い

た
だ

く
予

定
で

あ
る

。

平
成

29
年

度
実

施
平

成
30

年
度

実
施

令
和

3年
3月

実
施

予
定

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

実
施

済
み

が
ん

領
域

に
お

け
る

高
度

な
薬

学
的

管
理

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
を

行
う

薬
剤

師
の

育
成

と
医

療
機

関
と

の
連

携
強

化
を

進
め

る
た

め
の

糸
口

と
研

修
方

法
の

調
査

平
成

30
年

度
～

令
和

元
年

度
実

施
・

性
と

避
妊

検
討

中

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

以
下

の
研

修
会

を
開

催
。

令
和

2年
12

月
13

日
開

催
「

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
研

修
会

」
・

93
名

（
①

免
疫

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
（

リ
ウ

マ
チ

）
に

つ
い

て
、

②
感

染
症

に
つ

い
て

、
③

脳
神

経
に

つ
い

て
、

④
糖

尿
病

に
つ

い
て

）
令

和
3年

2月
28

日
開

催
「

生
涯

学
習

研
修

会
」

・
12

6名
（

①
「

ハ
イ

リ
ス

ク
薬

」
の

概
要

と
免

疫
抑

制
剤

の
薬

学
的

管
理

指
導

に
お

け
る

注
意

点
に

つ
い

て
～

メ
ト

ト
レ

キ
サ

ー
ト

を
中

心
に

～
、

②
抗

凝
固

薬
の

副
作

用
と

そ
の

対
策

に
ち

て
、

③
糖

尿
病

の
薬

学
的

管
理

～
副

作
用

と
そ

の
対

策
～

、
④

抗
が

ん
薬

の
副

作
用

と
そ

の
対

策
に

つ
い

て
）

令
和

2年
度

実
施

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

病
院

・
診

療
所

勤
務

薬
剤

師
の

た
め

の
薬

剤
業

務
手

引
き

(第
8章

）
を

作
成

（
令

和
元

年
6月

作
成

）
令

和
元

年
度

実
施

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度
研

修
テ

ー
マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

Ｒ
元

度
研

修
テ

ー
マ

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

実
施
済
み

か
か
り
つ
け
薬
剤
師
に
求
め
ら
れ
る
臨
床
推
論
能
力
、
臨
床
推
論
〈
総
論
〉
症
候
診
断
の
基
本

的
な
考
え
方
、
臨
床
推
論
〈
風
邪
）
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
開
催
し
た
（
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
研
修
会
」
令
和
2年

1月
19
日
開
催
・
11
7名

）
。

な
お
、
次
年
度
、
ト
リ
ア
ー
ジ
関
係
、
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
サ
ポ
ー
ト
や
薬
局
と
病

院
・
診
療
所
と
の
医
療
連
携
に
お
け
る
薬
剤
師
の
役
割
に
つ
い
て
の
研
修
会
を
実
施
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

令
和
元
年
度
実
施

令
和
3年

度
実
施
予
定

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

実
施
済
み

病
院
・
薬
局
連
携
の
構
築
を
テ
ー
マ
に
以
下
の
研
修
会
を
開
催
。

平
成
29
年
度
8月

5日
開
催
・
52
名
(①
薬
薬
連
携
の
新
し
い
か
た
ち
(試
み
）
～
地
域
医
療
を
担

う
病
院
薬
剤
師
の
視
点
か
ら
～
、
②
窓
口
の
外
を
見
に
行
こ
う
～
シ
ー
ム
レ
ス
な
薬
薬
連
携
を

目
指
し
て
～
）

令
和
元
年
8月

18
日
開
催
・
54
名
（
①
く
ま
も
と
メ
デ
ィ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
っ
た
多
職

種
連
携
・
訪
問
薬
剤
管
理
指
導
、
②
八
代
地
区
の
薬
薬
連
携
、
③
人
吉
地
区
の
薬
薬
連
携
）

令
和
2年

9月
27
日
開
催
・
83
名
（
①
医
療
機
関
と
関
連
の
あ
る
調
剤
報
酬
点
数
に
つ
い
て
、
②

退
院
時
共
同
指
導
ど
う
し
よ
う
、
③
算
定
し
て
み
よ
う
！
退
院
時
薬
剤
情
報
連
携
加
算
）

熊
本
県
薬
剤
師
会
学
術
大
会
を
以
下
の
内
容
で
開
催
し
た
。
（
令
和
2年

1月
26
日
開
催
・
14
3

名
）
（
①
多
職
種
が
連
携
し
て
行
う
地
域
包
括
的
な
糖
尿
病
腎
症
重
症
化
予
防
～
薬
剤
師
啓
発

克
の
実
践
例
と
そ
の
効
果
～
、
②
肺
が
ん
薬
物
療
法
UP
to
da
te
、
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
医
療
連

携
を
進
め
よ
う
」
ⅰ
宇
城
地
区
の
中
で
薬
剤
師
と
「
繋
が
る
」
を
考
え
る
、
ⅱ
病
院
・
薬
局
間

に
お
け
る
双
方
向
か
ら
の
情
報
伝
達
ツ
ー
ル
の
利
活
用
、
ⅲ
薬
局
間
連
携
に
よ
る
医
薬
品
適
正

使
用
の
取
り
組
み
、
ⅳ
病
院
か
ら
の
薬
剤
情
報
提
供
～
薬
剤
管
理
サ
マ
リ
ー
の
活
用
～
、
ⅴ
在

宅
移
行
時
の
薬
薬
連
携
の
実
際

平
成
29
年
度
実
施

令
和
元
年
度
実
施

令
和
2年

度
実
施

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

検
討
中

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ

熊
本

─ 251 ─



別
紙

１

本
会

支
部

計
本

会
支

部
計

1
1
.か

か
り
つ
け
薬

剤
師

の
倫

理
3

1
4

7
4

1
1

2
2
.患

者
安

全
5

8
1
3

8
1
1

1
9

3
3
.医

療
・
福

祉
の

仕
組

み
7

4
1

4
8

6
3
8

4
4

4
4
.カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ス
キ
ル

2
7

9
2

1
0

1
2

5
5
.エ

ビ
デ
ン
ス
の

創
出

1
0

1
1

1
2

6
1
.薬

理
学

1
0

1
1

7
8

7
2
.製

剤
学

1
8

9
1

5
6

8
3
.薬

物
動

態
学

・
薬

力
学

0
5

5
0

1
1

9
4
.小

児
、
高

齢
者

、
妊

婦
・
授

乳
婦

5
7

1
2

2
1
0

1
2

1
0
5
.検

査
値

の
把

握
0

3
3

1
4

5

1
1
6
.薬

学
的

観
察

・
評

価
2

1
3

4
0

4

1
2
7
.薬

物
療

法
の

提
案

と
実

践
0

0
0

4
1
5

1
9

1
3
8
.副

作
用

対
策

1
5

6
2

1
3

1
4
9
.ハ

イ
リ
ス
ク
薬

0
0

0
0

0
0

1
5
1
0
.生

薬
・
漢

方
薬

1
2
5

2
6

1
1
7

1
8

1
6
1
1
.感

染
対

策
1

3
4

0
6

6

1
7
1
2
.栄

養
管

理
0

3
3

1
3

4

1
8
1
3
.セ

ル
フ
ケ
ア
支

援
7

1
8

7
2

9

1
9
1
4
.文

献
評

価
、
医

薬
品

情
報

の
活

用
0

0
0

2
2

4

2
0
1
5
.統

計
デ
ー
タ
の

理
解

と
活

用
0

0
0

0
0

0

2
1
1
6
.薬

学
的

知
見

に
基

づ
く
記

録
1

1
9

2
0

4
1
2

1
6

2
2
1
.循

環
器

系
1

2
1

2
2

3
2
6

2
9

2
3
2
.消

化
器

系
0

2
0

2
0

0
1
2

1
2

2
4
3
.内

分
泌

系
1

2
7

2
8

1
2
2

2
3

2
5
4
.泌

尿
器

系
1

1
8

1
9

0
1
1

1
1

2
6
5
.生

殖
器

系
0

1
1

0
0

0

2
7
6
.呼

吸
器

系
1

8
9

0
1
2

1
2

2
8
7
.精

神
・
神

経
系

1
1
9

2
0

2
1
8

2
0

2
9
8
.皮

膚
・
感

覚
器

系
1

4
5

1
6

7

3
0
9
.骨

格
・
筋

肉
系

1
2

3
1

1
0

1
1

3
1
1
0
.免

疫
系

0
9

9
0

6
6

3
2
1
1
.悪

性
腫

瘍
3

3
5

3
8

2
2
2

2
4

3
3
1
2
.感

染
症

1
2
4

2
5

1
1
6

1
7

4
9

3
2
5

3
7
4

6
5

3
1
0

3
7
5

計

項
目

ご
と
の

研
修

回
数

（
県

薬
・
支

部
等

実
施

分
集

計
計

）

研
修

項
目

平
成

3
0
年

度
令

和
1
年

度

Ⅰ
倫

理
・
社

会
資

源
の

活
用

Ⅱ
医

療
薬

学
的

知
識

と
技

能

Ⅲ
疾

病
特

性
に
基

づ
く
薬

学
的

管
理

・
指

導
の

知
識

と
技

能

熊
本

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
く

研
修

実
施

に
向

け
て

の
経

緯
 

  

１
．

日
本

薬
剤

師
会

は
、

薬
剤

師
の

か
か

り
つ

け
機

能
の

強
化

及
び

専
門

性
の

向
上

に
資

す
る

知
識

・
技

能
の

習
得

、
能

力
の

維
持
・
向

上
を

図
る

た
め

、
以

下
の

①
～

③
 
を

企
画

し
実

施
し

た
。（

別
添

参
照

）
 

①
研

修
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

 

②
次

世
代

薬
剤

師
指

導
者

研
修

会
（

平
成

3
1
年

2
月

1
0
～

1
1
日

）
 

③
都

道
府

県
薬

剤
師

会
の

役
員

を
対

象
と

し
た

本
事

業
の

説
明

会
「

都
道

府
県

薬
剤

師
会

と
本

事
業

の
趣

旨
を

共
有

す
る

た
め

」
（

令
和

1
年

9
月

1
日

）
 

 

２
．
本

会
は

、
こ

れ
を

受
け

て
実

施
計

画
を

策
定

す
る

た
め

に
、
平

成
3
0
年

度
及

び
令

和
1
年

度
に

実
施

し
た

研
修

に
つ

い
て

調
査

し
、

研
修

項
目

毎
に

分
類

し
た

。
（

別
紙

1
）
（

令
和

1
年

1
0
月

〜
1
2
月

）
 

 ３
．

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
関

係
す

る
研

修
会

を
多

く
担

当
す

る
委

員
会

（
生

涯
学

習
、

地
域

医
療

、
薬

局
）

の
委

員
長

が
協

議
し

、
「

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
く

研
修

実
施

方
針

案
」

及
び

「
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

基

づ
く

研
修

実
施

計
画

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

案
」

を
作

成
（

令
和

1
年

1
2
月

2
4
日

）
 

 ４
．

常
務

会
で

「
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

く
研

修
実

施
方

針
」（

別
紙

2
）

と
「

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
く

研
修

実
施

計
画

策
定

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

」（
別

紙
3
）
が

承
認

さ
れ

、
各

委
員

会
の

令
和

2
年

度
事

業
計

画

に
盛

り
込

む
こ

と
と

し
た

。
（

令
和

2
年

1
月

6
日

）
 

 ５
．

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

拡
大

に
よ

り
、

研
修

会
実

施
な

困
難

な
状

況
と

な
り

、
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

関
す

る
業

務
が

中
断

さ
れ

る
が

、
可

能
な

限
り

研
修

に
反

映
す

る
と

と
も

に
、

講
師

バ
ン

ク
の

設

置
に

つ
い

て
は

準
備

を
進

め
、

講
師

リ
ス

ト
を

作
成

し
た

。
（

令
和

3
年

2
月

）
 

 ６
．

講
師

バ
ン

ク
を

活
用

し
た

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
関

す
る

事
業

を
盛

り
込

ん
だ

、
令

和
3
年

度
熊

本
県

薬

剤
師

会
事

業
計

画
案

を
理

事
会

で
決

定
し

た
。
（

令
和

3
年

2
月

2
2
日

）
 

 ７
．

今
後

、
令

和
2

年
に

計
画

し
た

「
研

修
シ

ラ
バ

ス
に

基
づ

く
研

修
実

施
計

画
策

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
」

（
別

紙
3
）

で
令

和
2
年

度
に

実
施

す
る

予
定

で
あ

っ
た

事
項

を
令

和
3
年

度
に

実
施

し
な

が
ら

、
新

た
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

を
作

成
す

る
。
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別
表

 

 

研
修

項
目

を
担

当
す

る
委

員
会

 

 
研

修
項

目
 

担
当

委
員

会
 

生
涯

学
習

 
地

域
医

療
 

薬
局

 

Ⅰ
倫

理
・

社
会

資
源

の
活

用
 

 
 

 
 

 
 

1
 
1
.
か

か
り

つ
け

薬
剤

師
の

倫
理

 
 

 
〇

 
 

 

2
 
2
.
患

者
安

全
 

 
 

 
 

〇
 

3
 
3
.
医

療
・

福
祉

の
仕

組
み

 
 

 
〇

 
 

 

4
 
4
.
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

ス
キ

ル
 

 
 

〇
 

 
 

5
 
5
.
エ

ビ
デ

ン
ス

の
創

出
 

〇
 

 
 

 
 

Ⅱ
医

療
薬

学
的

知
識

と
技

能
 

 
 

 
 

 
 

6
 
1
.
薬

理
学

 
 

 
 

 
〇

 

7
 
2
.
製

剤
学

 
 

 
 

 
〇

 

8
 
3
.
薬

物
動

態
学

・
薬

力
学

 
 

 
 

 
〇

 

9
 
4
.
小

児
、

高
齢

者
、

妊
婦

・
授

乳
婦

 
 

 
 

 
〇

 

1
0
 
5
.
検

査
値

の
把

握
 

〇
 

 
 

 
 

1
1
 
6
.
薬

学
的

観
察

・
評

価
 

〇
 

 
 

 
 

1
2
 
7
.
薬

物
療

法
の

提
案

と
実

践
 

〇
 

 
 

 
 

1
3
 
8
.
副

作
用

対
策

 
〇

 
 

 
〇

 

1
4
 
9
.
ハ

イ
リ

ス
ク

薬
 

〇
 

 
 

 
 

1
5
 
1
0
.
生

薬
・

漢
方

薬
 

〇
 

 
 

 
 

1
6
 
1
1
.
感

染
対

策
 

〇
 

 
 

 
 

1
7
 
1
2
.
栄

養
管

理
 

 
 

〇
 

 
 

1
8
 
1
3
.
セ

ル
フ

ケ
ア

支
援

 
 

 
 

 
〇

 

1
9
 
1
4
.
文

献
評

価
、

医
薬

品
情

報
の

活
用

 
〇

 
 

 
 

 

2
0
 
1
5
.
統

計
デ

ー
タ

の
理

解
と

活
用

 
〇

 
 

 
 

 

2
1
 
1
6
.
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

記
録

 
 

 
 

 
〇

 

熊
本

別
紙

２
 

 

研
修

シ
ラ

バ
ス

に
基

づ
く

研
修

実
施

方
針

 

  

１
．

研
修

実
施

主
体

 

 
 
（

１
）「

Ⅰ
倫

理
・

社
会

資
源

の
活

用
」
及

び
「

Ⅱ
医

療
薬

学
的

知
識

と
技

能
」
の

研
修

に
つ

い
て

は

県
薬

の
事

業
計

画
に

盛
り

込
む

。
 

 
 
（

２
）「

Ⅲ
疾

病
特

性
に

基
づ

く
薬

学
的

管
理

・
指

導
の

知
識

と
技

能
」
の

研
修

に
つ

い
て

は
支

部
が

実
施

す
る

。
 

 
 ２

．
実

施
方

法
 

 
 

（
１

）
本

会
実

施
研

修
 

①
生

涯
学

習
委

員
会

、
地

域
医

療
委

員
会

、
薬

局
委

員
会

が
シ

ラ
バ

ス
項

目
を

分
担

し
て

企
画
・

実
施

す
る

。
（

別
表

 
研

修
項

目
を

担
当

す
る

委
員

会
）

 

②
他

の
委

員
会

は
、

シ
ラ

バ
ス

項
目

に
該

当
す

る
内

容
の

研
修

会
を

実
施

す
る

よ
う

努
め

る
。

 

③
実

施
状

況
を

把
握

し
て

常
務

会
等

で
報

告
し

、
実

施
予

定
研

修
会

の
調

整
を

行
う

。
 

④
講

師
は

上
記

の
３

つ
の

委
員

会
委

員
長

及
び

病
診

勤
務

薬
剤

師
委

員
会

委
員

長
が

候
補

者
を

挙
げ

て
候

補
者

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

。
 

 
 

（
２

）
支

部
実

施
研

修
 

①
日

薬
が

想
定

す
る

内
容

の
研

修
会

を
実

施
で

き
る

人
材

育
成

を
行

う
。

 

 
（

令
和

4
年

度
か

ら
は

シ
ラ

バ
ス

項
目

を
選

定
し

て
各

支
部

で
実

施
す

る
こ

と
を

め
ざ

す
。
）
 

 
 

（
３

）
講

師
バ

ン
ク

の
設

置
及

び
運

用
開

始
 

①
研

修
項

目
毎

に
高

い
知

識
・

技
能

を
持

っ
た

講
師

を
県

内
の

薬
剤

師
か

ら
選

任
し

、
本

会
が

実
施

す
る

研
修

の
講

師
の

選
定

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

支
部

が
実

施
す

る
研

修
に

講
師

と

し
て

派
遣

す
る

。
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 別
添

 
 

平
成

3
0
年

度
薬

局
ビ

ジ
ョ

ン
実

現
に

向
け

た
薬

剤
師

の
か

か
り

つ
け

機
能

強
化

事
業

の
概

要
 

（
平

成
3
0
年

度
薬

剤
師

生
涯

教
育

推
進

事
業

）
 

 １
．

事
業

の
位

置
づ

け
 

 
 

以
下

に
則

り
計

画
・

実
施

 

・
「

患
者

の
た

め
の

薬
局

ビ
ジ

ョ
ン

」
（

厚
生

労
働

省
、

平
成

2
7
年

1
0
月

2
3
日

）
 

・
「

薬
剤

師
生

涯
教

育
推

進
事

業
」
（

厚
生

労
働

省
 

医
薬

・
生

活
衛

生
局

総
務

課
）

 

 

２
．

事
業

の
目

的
 

薬
剤

師
の

か
か

り
つ

け
機

能
の

強
化

及
び

専
門

性
の

向
上

に
資

す
る

知
識

・
技

能
の

習
得

、
能

力
の

維
持

・
向

上
 

 

３
．

事
業

の
全

体
構

想
・

概
要

 

各
団

体
・

学
会

が
共

通
の

指
標

と
で

き
る

研
修

項
目

等
の

提
示

や
、

全
国

で
そ

の
研

修
を

実
施

で
き

る
体

制
整

備
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

薬
剤

師
の

機
能

強
化

・
専

門
性

向
上

に
資

す
る

た
め

の
研

修

内
容

及
び

研
修

を
全

国
的

に
展

開
す

る
た

め
の

方
策

に
つ

い
て

検
討

し
、

以
下

の
①

～
③

 
を

企
画

し

実
施

 ①
研

修
シ

ラ
バ

ス
の

作
成

 

②
次

世
代

薬
剤

師
指

導
者

研
修

会
）

の
実

施
 

 
・

平
成

3
1
年

２
月

1
0
～

1
1
日

に
開

催
 

③
都

道
府

県
薬

剤
師

会
で

活
用

、
研

修
計

画
に

反
映

し
薬

剤
師

へ
の

研
修

機
会

を
充

実
 

・
都

道
府

県
薬

剤
師

会
と

本
事

業
の

趣
旨

を
共

有
す

る
た

め
、
平

成
3
1
年

度
に

都
道

府
県

薬
剤

師
会

の
役

員
を

対
象

と
し

た
本

事
業

の
説

明
会

を
実

施
（

9
月

1
日

）
 

  
４

．
今

後
の

展
開

 

地
域

に
お

け
る

研
修

会
は

画
一

的
な

も
の

を
求

め
て

は
お

ら
ず

、
各

都
道

府
県

薬
剤

師
会

が
各

々

に
計

画
・
 
実

施
し

て
い

る
研

修
事

業
に

組
み

入
れ

る
形

で
、
研

修
内

容
の

指
標

と
し

て
シ

ラ
バ

ス
が

活
用

さ
れ

る
こ

と
を

想
定

 

指
導

者
研

修
会

を
受

講
す

る
次

世
代

の
指

導
的

立
場

を
担

う
若

い
世

代
と

、
現

在
の

都
道

府
県

薬

剤
師

会
の

事
業

運
営

を
担

う
役

員
が

一
体

と
な

っ
て

、
2
0
2
5
年

に
向

け
複

数
年

を
か

け
、
シ

ラ
バ

ス

及
び

指
導

者
研

修
会

の
成

果
を

活
用

し
て

地
域

に
応

じ
た

研
修

を
実

施
し

て
も

ら
え

る
よ

う
、

ま
た

研
修

を
通

じ
て

地
域

医
療

の
質

の
向

上
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
本

会
と

し
て

取
り

組
み

を
継

続
 

 

日
本

薬
剤

師
会

「
薬

剤
師

の
か

か
り

つ
け

機
能

強
化

の
た

め
の

研
修

シ
ラ

バ
ス

（
平

成
 
3
1
 
年

３
月

）
」

を
基

に
作

成
 

熊
本

別紙　3

研修シラバスに基づく研修実施計画策定スケジュール

年度

月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

研修実績の確認
（平成30年度、令和元年度分）

令和2年度予算
（追加研修は生涯学習委員会予算に計上） 理事会 総会

令和2年度計画
項目整理

令和元年度決算
理事会 総会

令和2年度実施
項目確認

追加研修の計画
（必要に応じ支部に委託）

追加研修の実施
（必要に応じ支部に委託）

令和3年度計画
（必要に応じ支部に委託）

講師バンク設置準備

令和3年度予算
理事会

３か年（令和3～5年度）計画*

（本会の研修シラバスの確立）

　　　　　
*
日薬の「都道府県薬剤師会における研修展開イメージ」には2025（令和7年度）に向けて研修を計画・実施とある。

支部連絡協議会
（支部への伝達）

○
(概要)

○
(計画)

○

 日薬シラバス概要 令和2年度計画 令和2年度の状況
県薬方針概要 3か年計画

課題

○JPALSとの関連（シラバスは県薬の研修実施計画、JPALSは個人の実施目標・実績）

○支部研修の計画吸い上げ方法（県薬のシラバス計画に盛り込むため）

○支部研修の実施方法(県薬のシラバス計画に盛り込んだ研修についての関与のありかた、方法）

令和2年度（2020年度）令和元年度（2019年度）

熊
本

─ 254 ─



大
分
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

実
施
済
み

①
Ph
DL
Sプ

ロ
バ
イ
ダ
ー
講
習
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
 
２
９
名

②
モ
バ
イ
ル
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
運
用
習
熟
訓
練
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
１
９
名

③
災
害
薬
学
に
つ
い
て
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
４
７
名

④
熊
本
豪
雨
被
災
地
で
の
活
動
経
験
か
ら
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
４
８
名

①
平
成
３
０
年
度

②
平
成
３
０
年
度

③
令
和
元
年
度

④
令
和
２
年
度

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

実
施
済
み

①
医
師
と
協
働
し
た
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
対
策
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
 
１
４
５
名

②
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
に
対
峙
す
る
薬
剤
師
へ
の
期
待
（
市
薬
主
催
）
 
薬
剤
師

③
臨
床
検
査
値
に
つ
い
て
～
応
用
編
～
（
市
薬
主
催
）
 
薬
剤
師

①
平
成
３
０
年
度

②
令
和
元
年
度

③
令
和
元
年
度

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

実
施
済
み

①
薬
薬
連
携
～
情
報
～
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
 
２
４
名

②
地
域
医
療
に
お
い
て
期
待
さ
れ
る
薬
局
薬
剤
師
の
役
割
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師
 
２
４
名

①
平
成
３
０
年
度

②
令
和
元
年
度

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

検
討
中

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
検
討
中

 
 

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

検
討
中

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

検
討
中

・
性
と
避
妊

実
施
済
み

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
伴
う
緊
急
避
妊
薬
の
調
剤
に
関
す
る
研
修
会
（
県
薬
主
催
）
 
薬
剤
師

１
２
４
名

令
和
元
年
度

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

予
定
あ
り

大
分
赤
十
字
病
院
で
使
用
さ
れ
る
が
ん
化
学
療
法
レ
ジ
メ
ン
TO
P1
0～

服
薬
指
導
時
の
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
～
（
病
薬
主
催
）
 
薬
剤
師

令
和
２
年
度

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

実
施
済
み

①
大
学
病
院
疑
義
照
会
等
事
前
同
意
プ
ロ
ト
コ
ル
説
明
会
（
病
薬
主
催
）

②
外
来
が
ん
化
学
療
法
に
関
す
る
研
修
会
（
病
薬
主
催
）
 
薬
剤
師

令
和
２
年
度

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

検
討
中

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

検
討
中

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

検
討
中

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

研
修
テ
ー
マ
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宮

崎
県

薬
剤

師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

※
学

校
に

お
け

る
災

害
対

策
と

災
害

支
援

に
つ

い
て

宮
崎

県
薬

剤
師

会
 

災
害

対
策

委
員

会
 

担
当

常
務

理
事

 
井

上
 

治
彦

令
和

2年
度

実
施

（
受

講
者

16
3名

）

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

み
や

ざ
き

薬
薬

連
携

全
体

研
修

会
（

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
）

平
成

３
１

年
１

月
２

７
日

（
日

）
宮

崎
県

薬
剤

師
会

館
 

３
階

研
修

室
開

会
挨

拶
 一

般
社

団
法

人
宮

崎
県

薬
剤

師
会

 副
会

長
 岩

﨑
 恭

子
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
務

理
事

 黒
木

 武
13

：
10

～
14

：
00

（
50

分
）

 
導

入
講

義
 

『
 明

日
か

ら
取

り
組

む
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
～

必
要

な
視

点
と

考
え

方
～

  』
国

立
研

究
開

発
法

人
 

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 
溝

神
 文

博
 先

生
14

：
00

～
14

：
05

（
 5

分
）

 
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

狙
い

及
び

到
達

目
標

の
説

明
14

：
05

～
14

：
10

（
 5

分
）

 
症

例
の

説
明

 
 

 
 

（
情

報
シ

ー
ト

1配
布

）
14

：
10

～
14

：
25

（
15

分
）

 
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
1 

～
自

己
紹

介
お

よ
び

情
報

収
集

～
14

：
25

～
14

：
35

（
10

分
）

 
発

表
1

14
：

35
～

14
：

40
（

 5
分

）
 

追
加

資
料

の
説

明
 

 
（

情
報

シ
ー

ト
2配

布
）

14
：

40
～

15
：

05
（

25
分

）
 

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

2 
～

処
方

見
直

し
の

検
討

～
15

：
05

～
15

：
20

（
15

分
）

 
発

表
2

15
：

20
～

15
：

35
（

15
分

）
 

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

3 
～

服
薬

支
援

と
必

要
な

連
携

～
15

：
35

～
15

：
45

（
10

分
）

 
発

表
3

15
：

45
～

16
：

00
（

15
分

）
 

ま
と

め
講

義
（

ス
ラ

イ
ド

資
料

配
布

後
半

部
分

）

平
成

30
年

度
実

施
（

受
講

者
45

名
）

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
予

定
な

し

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

予
定

な
し

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
予

定
な

し
・

エ
ビ

デ
ン

ス
化

の
手

法
（

研
究

計
画

の
立

案
、

計
画

書
の

予
定

な
し

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

予
定

な
し

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度
研

修
テ

ー
マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

宮
崎

─ 256 ─



 
宮

崎
県

薬
剤

師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

※
学

校
に

お
け

る
災

害
対

策
と

災
害

支
援

に
つ

い
て

宮
崎

県
薬

剤
師

会
 

災
害

対
策

委
員

会
 

担
当

常
務

理
事

 
井

上
 

治
彦

令
和

2年
度

実
施

（
受

講
者

16
3名

）

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

み
や

ざ
き

薬
薬

連
携

全
体

研
修

会
（

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
）

平
成

３
１

年
１

月
２

７
日

（
日

）
宮

崎
県

薬
剤

師
会

館
 

３
階

研
修

室
開

会
挨

拶
 一

般
社

団
法

人
宮

崎
県

薬
剤

師
会

 副
会

長
 岩

﨑
 恭

子
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

常
務

理
事

 黒
木

 武
13

：
10

～
14

：
00

（
50

分
）

 
導

入
講

義
 

『
 明

日
か

ら
取

り
組

む
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
～

必
要

な
視

点
と

考
え

方
～

  』
国

立
研

究
開

発
法

人
 

国
立

長
寿

医
療

研
究

セ
ン

タ
ー

 
溝

神
 文

博
 先

生
14

：
00

～
14

：
05

（
 5

分
）

 
本

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

狙
い

及
び

到
達

目
標

の
説

明
14

：
05

～
14

：
10

（
 5

分
）

 
症

例
の

説
明

 
 

 
 

（
情

報
シ

ー
ト

1配
布

）
14

：
10

～
14

：
25

（
15

分
）

 
グ

ル
ー

プ
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
1 

～
自

己
紹

介
お

よ
び

情
報

収
集

～
14

：
25

～
14

：
35

（
10

分
）

 
発

表
1

14
：

35
～

14
：

40
（

 5
分

）
 

追
加

資
料

の
説

明
 

 
（

情
報

シ
ー

ト
2配

布
）

14
：

40
～

15
：

05
（

25
分

）
 

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

2 
～

処
方

見
直

し
の

検
討

～
15

：
05

～
15

：
20

（
15

分
）

 
発

表
2

15
：

20
～

15
：

35
（

15
分

）
 

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

3 
～

服
薬

支
援

と
必

要
な

連
携

～
15

：
35

～
15

：
45

（
10

分
）

 
発

表
3

15
：

45
～

16
：

00
（

15
分

）
 

ま
と

め
講

義
（

ス
ラ

イ
ド

資
料

配
布

後
半

部
分

）

平
成

30
年

度
実

施
（

受
講

者
45

名
）

受
講

者
課

題
薬

薬
連

携
・

他
職

種
連

携
の

推
進

、
チ

ー
ム

医
療

の
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

計
画

の
立

案
（

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
の

実
予

定
な

し

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

予
定

な
し

・
薬

学
的

視
点

に
よ

る
疾

病
管

理
と

患
者

ア
プ

ロ
ー

チ
（

Ｅ
予

定
な

し
・

エ
ビ

デ
ン

ス
化

の
手

法
（

研
究

計
画

の
立

案
、

計
画

書
の

予
定

な
し

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

予
定

な
し

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度
研

修
テ

ー
マ

Ｈ
30

度
研

修
テ

ー
マ

・
性

と
避

妊
実

施
済

み

「
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

関
す

る
研

修
会

」
（

W
EB

研
修

）
日

 時
 令

和
２

年
１

０
月

３
１

日
（

土
）

 １
６

：
０

０
～

２
０

：
０

０
１

６
：

０
０

～
１

６
：

３
０

１
．

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
と

緊
急

避
妊

薬
処

方
に

つ
い

て
 （

３
０

分
）

宮
崎

県
薬

剤
師

会
 常

務
理

事
 黒

木
 武

１
６

：
３

０
～

１
８

：
３

０
２

．
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

処
方

上
の

留
意

点
（

１
）

緊
急

避
妊

全
般

 （
４

５
分

）
宮

崎
県

産
婦

人
科

医
会

 副
会

長
宮

崎
県

立
宮

崎
病

院
 副

院
長

・
医

療
連

携
科

主
任

部
長

・
産

婦
人

科
部

長
嶋

本
 富

博
 先

生
（

質
疑

応
答

）
（

２
）

月
経

・
月

経
異

常
・

ホ
ル

モ
ン

調
節

機
序

 （
４

０
分

）
（

３
）

Ｏ
Ｃ

全
般

・
避

妊
 （

３
５

分
）

宮
崎

県
立

宮
崎

病
院

 産
婦

人
科

・
地

域
医

療
科

医
長

髙
村

 一
紘

 先
生

１
８

：
４

０
～

１
９

：
４

０
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

つ
い

て
（

１
）

薬
局

で
の

対
応

に
つ

い
て

 （
２

０
分

）
宮

崎
県

薬
剤

師
会

 常
務

理
事

 黒
木

 武
（

２
）

患
者

対
応

等
に

つ
い

て
 （

４
０

分
）

宮
崎

県
薬

剤
師

会
 常

務
理

事
 青

木
 浩

朗
１

９
：

４
０

～
２

０
：

０
０

令
和

2年
度

実
施

（
新

型
コ

ロ
ナ

関
連

に
よ

る
延

期
）

修
了

者
数

24
2名

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

令
和

2年
度

み
や

ざ
き

薬
薬

連
携

全
体

研
修

会
の

開
催

（
W

EB
研

修
）

令
和

2年
11

月
7日

（
土

）
  １

５
：

０
０

 ～
15

：
00

～
（

 5
分

）
 

挨
拶

、
本

研
修

会
の

目
的

な
ど

（
倉

澤
委

員
長

）
15

：
05

～
（

90
分

）
 

講
演

 
「

 
有

効
で

安
全

な
が

ん
薬

物
療

法
を

目
指

し
て

 
」

宮
崎

大
学

医
学

部
附

属
病

院
薬

剤
部

 
教

授
 薬

剤
部

長
 

池
田

 龍
二

 先
生

 
 

 
 

 
 

 
 

 
（

宮
崎

県
薬

剤
師

会
 

副
会

長
）

16
：

35
～

（
10

分
）

 
総

括
、

挨
拶

（
黒

木
常

務
理

事
）

令
和

2年
度

実
施

（
全

体
11

5名
,う

ち
病

院
勤

務
16

名
）

受
講

者
課

題
外

来
・

入
退

院
時

の
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
の

事
例

の
提

出
（

地
域

で
の

薬
薬

連
携

の
推

進
を

目
指

す
）

実
施

済
み

※
別

添
「

平
成

31
年

度
 

薬
局

・
薬

剤
師

を
活

用
し

た
健

康
情

報
拠

点
化

モ
デ

ル
事

業
 

事
業

報
告

書
」

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師
検

討
中

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

検
討

中
・

医
療

機
関

と
薬

局
の

連
携

に
つ

い
て

予
定

あ
り

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出 都
道

府
県

薬
剤

師
会

：
薬

薬
連

携
の

実
践

に
向

け
た

具
体

的
検

討
中

研
修

テ
ー

マ

Ｒ
元

度
研

修
テ

ー
マ

Ｒ
２

度

宮
崎

─ 257 ─



鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

平
成

３
０

年
度

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

講
習

会
日

 時
：

平
成

３
０

年
４

月
１

日
（

日
）

  ９
：

５
０

～
１

２
：

１
０

  ／
鹿

児
島

市
中

央
公

民
館

講
演

１
「

診
療

報
酬

改
定

を
踏

ま
え

た
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
状

況
」

講
演

２
「

災
害

時
に

お
け

る
薬

局
・

薬
剤

師
の

対
応

～
放

射
線

フ
ァ

ー
マ

シ
ス

ト
へ

の
取

り
組

み
～

」
 福

島
県

薬
剤

師
会

  常
務

理
事

  宗
形

  明
子

  先
生

災
害

支
援

薬
剤

師
研

修
会

日
  時

：
令

和
元

年
８

月
１

８
日

（
日

）
 １

０
：

０
０

～
１

６
：

０
０

   
／

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

館
１

講
話

  
(1

)  
鹿

児
島

県
の

災
害

医
療

体
制

に
つ

い
て

   
(2

)  
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
の

災
害

時
の

体
制

に
つ

い
て

２
  講

義
及

び
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 「

災
害

時
医

療
支

援
に

薬
剤

師
職

能
を

活
か

す
た

め
に

」
講

師
：

江
川

  孝
  先

生
（

福
岡

大
学

薬
学

部
  教

授
）

令
和

２
年

度
「

災
害

支
援

薬
剤

師
育

成
研

修
会

」
日

時
：

令
和

３
年

１
月

２
４

日
（

日
）

１
０

：
０

０
～

１
３

：
０

０
／

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

館
（

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
の

み
）

内
容

：
【

講
演

】
「

災
害

時
に

お
け

る
薬

剤
師

の
医

療
救

護
活

動
等

に
つ

い
て

」
山

陽
小

野
田

市
立

山
口

東
京

理
科

大
学

薬
学

部
教

授
惠

谷
誠

司
先

生

平
成

30
年

令
和

元
年

令
和

２
年

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

腎
機

能
に

基
づ

い
た

薬
学

的
管

理
を

実
践

す
る

た
め

の
基

礎
研

修
会

日
  時

：
平

成
３

０
年

８
月

４
日

（
土

）
  １

７
：

０
０

～
２

０
：

０
０

場
  所

：
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
館

（
鹿

児
島

市
与

次
郎

２
－

８
－

１
５

）
内

  容
：

保
険

薬
局

に
お

い
て

腎
機

能
に

基
づ

い
た

処
方

監
査

・
疑

義
照

会
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
礎

研
修

形
  式

：
講

義
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

講
  師

：
熊

本
大

学
大

学
院

薬
学

部
薬

剤
情

報
分

析
学

分
野

助
教

  近
藤

悠
希

  先
生

 
 

 
 

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

理
事

   
   

井
上

彰
夫

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
日

時
令

和
２

年
１

２
月

２
０

日
（

日
）

９
：

３
０

～
１

２
：

３
０

場
所

県
薬

剤
師

会
館

3F
ホ

ー
ル

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
３

．
定

員
会

場
５

０
名

内
容

I事
業

概
要

９
：

３
０

～
１

０
：

１
０

鹿
児

島
県

く
ら

し
保

健
福

祉
部

国
民

健
康

保
険

課
国

保
指

導
係

保
健

技
師

 
 

片
野

坂
有

香
氏

鹿
児

島
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
業

務
課

主
査

 
 

永
山

広
子

氏
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
常

務
理

事
 

 
沼

田
真

由
美

II事
業

報
告

１
０

：
１

０
～

１
１

：
０

０
 

 
南

薩
薬

剤
師

会
 

赤
池

剛
先

生
 

 
川

内
薬

剤
師

会
藤

井
規

好
先

生
III

特
別

講
演

１
１

：
０

０
～

１
２

：
３

０
「

最
新

の
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
と

は
」

－
支

援
料

２
の

算
定

と
対

人
業

務
－

 
 

東
京

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
地

域
医

薬
シ

ス
テ

ム
学

講
座

教
授

今
井

博
久

先
生

平
成

30
年

令
和

２
年

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

鹿
児

島

─ 258 ─



鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災

害
時

に
お

け
る

医
療

提
供

体
制

と
薬

剤
師

の
役

割
・

活
動

実
施

済
み

平
成

３
０

年
度

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

講
習

会
日

 時
：

平
成

３
０

年
４

月
１

日
（

日
）

  ９
：

５
０

～
１

２
：

１
０

  ／
鹿

児
島

市
中

央
公

民
館

講
演

１
「

診
療

報
酬

改
定

を
踏

ま
え

た
薬

剤
師

を
取

り
巻

く
状

況
」

講
演

２
「

災
害

時
に

お
け

る
薬

局
・

薬
剤

師
の

対
応

～
放

射
線

フ
ァ

ー
マ

シ
ス

ト
へ

の
取

り
組

み
～

」
 福

島
県

薬
剤

師
会

  常
務

理
事

  宗
形

  明
子

  先
生

災
害

支
援

薬
剤

師
研

修
会

日
  時

：
令

和
元

年
８

月
１

８
日

（
日

）
 １

０
：

０
０

～
１

６
：

０
０

   
／

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

館
１

講
話

  
(1

)  
鹿

児
島

県
の

災
害

医
療

体
制

に
つ

い
て

   
(2

)  
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
の

災
害

時
の

体
制

に
つ

い
て

２
  講

義
及

び
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
 「

災
害

時
医

療
支

援
に

薬
剤

師
職

能
を

活
か

す
た

め
に

」
講

師
：

江
川

  孝
  先

生
（

福
岡

大
学

薬
学

部
  教

授
）

令
和

２
年

度
「

災
害

支
援

薬
剤

師
育

成
研

修
会

」
日

時
：

令
和

３
年

１
月

２
４

日
（

日
）

１
０

：
０

０
～

１
３

：
０

０
／

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

館
（

オ
ン

ラ
イ

ン
配

信
の

み
）

内
容

：
【

講
演

】
「

災
害

時
に

お
け

る
薬

剤
師

の
医

療
救

護
活

動
等

に
つ

い
て

」
山

陽
小

野
田

市
立

山
口

東
京

理
科

大
学

薬
学

部
教

授
惠

谷
誠

司
先

生

平
成

30
年

令
和

元
年

令
和

２
年

・
病

院
や

地
域

に
お

け
る

チ
ー

ム
医

療
に

必
要

と
さ

れ
る

医
療

薬
学

的
知

識
・

技
術

（
臨

床
検

査
値

を
活

用
し

た
薬

学
的

管
理

、
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
）

実
施

済
み

腎
機

能
に

基
づ

い
た

薬
学

的
管

理
を

実
践

す
る

た
め

の
基

礎
研

修
会

日
  時

：
平

成
３

０
年

８
月

４
日

（
土

）
  １

７
：

０
０

～
２

０
：

０
０

場
  所

：
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
館

（
鹿

児
島

市
与

次
郎

２
－

８
－

１
５

）
内

  容
：

保
険

薬
局

に
お

い
て

腎
機

能
に

基
づ

い
た

処
方

監
査

・
疑

義
照

会
等

を
実

施
す

る
た

め
の

基
礎

研
修

形
  式

：
講

義
及

び
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

講
  師

：
熊

本
大

学
大

学
院

薬
学

部
薬

剤
情

報
分

析
学

分
野

助
教

  近
藤

悠
希

  先
生

 
 

 
 

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

理
事

   
   

井
上

彰
夫

ポ
リ

フ
ァ

ー
マ

シ
ー

研
修

会
日

時
令

和
２

年
１

２
月

２
０

日
（

日
）

９
：

３
０

～
１

２
：

３
０

場
所

県
薬

剤
師

会
館

3F
ホ

ー
ル

及
び

オ
ン

ラ
イ

ン
３

．
定

員
会

場
５

０
名

内
容

I事
業

概
要

９
：

３
０

～
１

０
：

１
０

鹿
児

島
県

く
ら

し
保

健
福

祉
部

国
民

健
康

保
険

課
国

保
指

導
係

保
健

技
師

 
 

片
野

坂
有

香
氏

鹿
児

島
県

後
期

高
齢

者
医

療
広

域
連

合
業

務
課

主
査

 
 

永
山

広
子

氏
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
常

務
理

事
 

 
沼

田
真

由
美

II事
業

報
告

１
０

：
１

０
～

１
１

：
０

０
 

 
南

薩
薬

剤
師

会
 

赤
池

剛
先

生
 

 
川

内
薬

剤
師

会
藤

井
規

好
先

生
III

特
別

講
演

１
１

：
０

０
～

１
２

：
３

０
「

最
新

の
ポ

リ
フ

ァ
ー

マ
シ

ー
対

策
と

は
」

－
支

援
料

２
の

算
定

と
対

人
業

務
－

 
 

東
京

大
学

大
学

院
医

学
系

研
究

科
地

域
医

薬
シ

ス
テ

ム
学

講
座

教
授

今
井

博
久

先
生

平
成

30
年

令
和

２
年

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29

度

研
修

テ
ー

マ

受
講

者
課

題

薬
薬

連
携

・
他

職
種

連
携

の
推

進
、

チ
ー

ム
医

療
の

実
践

に
つ

な
が

る
研

修
計

画
の

立
案

（
実

践
に

つ
な

が
る

研
修

の
実

施
を

目
指

す
）

実
施

済
み

薬
連

携
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
日

時
 

平
成

３
０

年
４

月
１

５
日

（
日

）
 １

２
：

０
０

～
１

４
：

３
０

場
所

 
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
館

３
Ｆ

ホ
ー

ル
内

容
テ

ー
マ

：
鹿

児
島

の
こ

れ
か

ら
の

た
め

に
、

今
、

薬
剤

師
は

何
を

す
べ

き
か

 
 

 
 

 
～

平
成

30
年

度
診

療
報

酬
改

定
を

ふ
ま

え
て

～
１

）
基

調
講

演
『

病
院

と
薬

局
の

連
携

が
地

域
を

変
え

る
～

夕
張

の
事

例
か

ら
～

』
南

日
本

ヘ
ル

ス
リ

サ
ー

チ
ラ

ボ
森

田
洋

之
先

生
２

)情
報

提
供

①
「

診
療

報
酬

改
定

に
つ

い
て

」
九

州
東

邦
株

式
会

社
営

業
本

部
カ

ス
タ

マ
ー

サ
ポ

ー
ト

部
 

藤
本

三
男

先
生

②
「

薬
薬

連
携

か
ら

地
域

多
職

種
連

携
へ

」
南

薩
薬

剤
師

会
川

辺
調

剤
薬

局
 

赤
池

剛
先

生
③

  「
病

棟
薬

剤
業

務
に

お
け

る
他

施
設

と
の

連
携

」
南

風
病

院
薬

剤
部

 
永

井
海

舟
先

生
３

）
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

平
成

30
年

令
和

元
年

・
AM

R（
薬

剤
耐

性
）

対
策

検
討

中
・

薬
学

的
視

点
に

よ
る

疾
病

管
理

検
討

中

・
エ

ビ
デ

ン
ス

化
の

手
法

（
研

究
計

画
の

立
案

、
計

画
書

の
作

成
）

実
施

済
み

研
究

倫
理

に
関

す
る

研
修

会
日

時
 

平
成

３
０

年
４

月
  ２

２
日

（
日

）
１

０
：

０
０

～
１

２
：

０
 ０

場
所

 
県

薬
剤

師
会

館
3F

ホ
ー

ル
(鹿

児
島

市
与

次
郎

2丁
目

8番
15

号
１

）
「

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

倫
理

審
査

業
務

に
つ

い
て

」
 

 
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
情

報
セ

ン
タ

ー
 

恵
谷

誠
司

先
生

２
）

「
研

究
計

画
書

に
つ

い
て

」
 

 
日

本
大

学
薬

学
部

教
授

日
本

薬
剤

師
会

常
務

理
事

 
亀

井
美

和
子

先
生

平
成

30
年

受
講

者
課

題
研

究
計

画
書

の
作

成
（

薬
剤

師
会

等
の

事
業

か
ら

エ
ビ

デ
ン

ス
創

出
を

目
指

す
）

実
施

済
み

研
究

倫
理

に
関

す
る

研
修

会
日

時
 

令
和

元
年

５
月

２
６

日
（

日
）

１
０

：
０

０
～

１
２

：
０

０
場

所
 

県
薬

剤
師

会
館

３
Fホ

ー
ル

１
）

「
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
倫

理
審

査
業

務
に

つ
い

て
」

 
 

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

学
術

研
修

委
員

会
川

畑
信

浩
２

）
「

臨
床

研
究

の
進

め
方

～
倫

理
審

査
を

経
て

学
会

発
表

へ
～

」
 

 
千

葉
県

薬
剤

師
会

薬
事

情
報

セ
ン

タ
ー

薬
事

情
報

セ
ン

タ
ー

長
飯

嶋
久

志
先

生

令
和

元
年

Ｈ
30

度

研
修

テ
ー

マ

鹿
児

島

─ 259 ─



・
性

と
避

妊
実

施
済

み

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
に

伴
う

緊
急

避
妊

薬
の

調
剤

に
関

す
る

研
修

会
日

 
時

：
令

和
2年

2月
24

日
（

月
・

振
替

休
日

）
 

9：
30

～
13

：
00

場
 

所
：

マ
リ

ン
パ

レ
ス

か
ご

し
ま

 
3F

マ
リ

ン
ホ

ー
ル

内
 

容
：

①
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

と
緊

急
避

妊
薬

処
方

に
つ

い
て

 
 

公
益

社
団

法
人

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

 
常

務
理

事
 

岩
元

暢
秀

②
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

処
方

上
の

留
意

点
 

 
公

益
財

団
法

人
慈

愛
会

今
村

総
合

病
院

 
産

科
・

婦
人

科
 

主
任

部
長

 
飯

尾
一

登
先

生
 

 
医

療
法

人
 

石
塚

レ
デ

ィ
ー

ス
ク

リ
ニ

ッ
ク

 
院

長
 

石
井

裕
子

先
生

③
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

に
伴

う
緊

急
避

妊
薬

の
調

剤
に

つ
い

て
 

 
公

益
社

団
法

人
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
 

理
事

 
井

上
彰

夫

令
和

元
年

・
患

者
情

報
の

継
続

的
な

把
握

と
薬

学
的

知
見

に
基

づ
く

指
導

（
糖

尿
病

、
が

ん
を

題
材

）
実

施
済

み

薬
薬

連
携

研
修

会
「

ハ
イ

ブ
リ

ッ
ド

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

in
 K

ag
os

hi
m

a」
日

 
 

 
時

：
令

和
2年

11
月

7日
(土

) 
15

：
00

～
18

：
00

会
 

 
 

場
：

TK
Pガ

ー
デ

ン
シ

テ
ィ

鹿
児

島
中

央
定

 
 

 
員

：
56

名
（

本
会

場
参

加
48

名
 

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
参

加
8名

）
15

：
00

～
15

：
05

 O
pe

ni
ng

（
5分

）
15

：
05

～
15

：
45

 講
演

「
連

携
事

例
の

紹
介

」
（

40
分

）
15

：
45

～
15

：
55

 Ic
e 

br
ea

ki
ng

（
各

グ
ル

ー
プ

で
の

自
己

紹
介

）
（

10
分

）
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
薬

薬
連

携
を

通
じ

た
が

ん
患

者
へ

の
薬

学
的

介
入

の
実

践
」

治
療

導
入

期
：

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
15

分
）

（
処

方
構

成
の

確
認

/支
持

療
法

薬
の

役
割

）
（

副
作

用
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
・

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
必

要
な

情
報

）
治

療
継

続
期

：
連

携
ル

ー
ル

を
用

い
た

ハ
ン

ズ
オ

ン
セ

ッ
シ

ョ
ン

（
50

分
）

（
処

方
箋

の
事

例
に

基
づ

い
た

連
携

の
検

証
）

（
課

題
抽

出
と

今
後

の
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
）

17
：

00
～

17
：

50
 各

グ
ル

ー
プ

発
表

（
20

分
）

総
合

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

（
30

分
）

17
：

50
～

18
：

00
 C

lo
sin

g

令
和

２
年

受
講

者
課

題

外
来

・
入

退
院

時
の

医
療

機
関

と
薬

局
の

連
携

の
事

例
の

提
出

（
地

域
で

の
薬

薬
連

携
の

推
進

を
目

指
す

）

実
施

済
み

入
退

院
時

に
お

け
る

多
職

種
連

携
推

進
事

業
研

修
会

日
  時

：
令

和
元

年
７

月
２

８
日

（
日

）
  １

０
：

０
０

 ～
 １

２
：

０
０

場
  所

：
鹿

児
島

県
薬

剤
師

会
館

（
鹿

児
島

市
与

次
郎

２
－

８
－

１
５

）
内

  容
：

１
．

基
調

講
演

 「
地

域
包

括
ケ

ア
時

代
に

求
め

ら
れ

る
薬

剤
師

の
役

割
」

 日
本

病
院

薬
剤

師
会

 理
事

／
市

立
敦

賀
病

院
 医

療
支

援
部

長
  荒

木
  隆

一
  先

生
 ２

．
平

成
30

年
度

「
薬

薬
連

携
ど

ん
ど

ん
推

進
事

業
」

成
果

報
告

 
 

 
事

業
成

果
報

告
１

   
   

   
南

風
病

院
 薬

剤
部

 益
田

 宏
代

 先
生

 
 

 
事

業
成

果
報

告
２

   
   

   
  垂

水
市

民
薬

局
 川

畑
 仁

志
 先

生
３

．
事

業
説

明
 「

『
お

く
す

り
整

理
そ

う
だ

ん
バ

ッ
グ

』
を

活
用

し
た

入
退

院
時

に
お

け
る

多
職

種
連

携
の

 推
進

」
 

 
 

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

  医
療

福
祉

員
会

委
員

  丸
野

  桂
太

郎

令
和

元
年

Ｒ
元

度

研
修

テ
ー

マ

鹿
児

島

─ 260 ─



・
性

と
避

妊
実

施
済

み

オ
ン

ラ
イ

ン
診

療
に

伴
う

緊
急

避
妊

薬
の

調
剤

に
関

す
る

研
修

会
日

 
時

：
令

和
2年

2月
24

日
（

月
・

振
替

休
日

）
 

9：
30

～
13

：
00

場
 

所
：

マ
リ

ン
パ

レ
ス

か
ご

し
ま

 
3F

マ
リ

ン
ホ

ー
ル

内
 

容
：

①
オ

ン
ラ

イ
ン

診
療

ガ
イ

ド
ラ
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ン
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緊
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避
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介
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携
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携
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を
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入
退
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時

に
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多
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修
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日

）
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０

 ～
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０
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薬
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師

会
館

（
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島

市
与

次
郎

２
－

８
－

１
５

）
内
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：

１
．

基
調

講
演

 「
地

域
包

括
ケ

ア
時

代
に

求
め

ら
れ

る
薬

剤
師

の
役

割
」

 日
本

病
院

薬
剤

師
会

 理
事

／
市

立
敦

賀
病

院
 医

療
支

援
部

長
  荒

木
  隆

一
  先

生
 ２

．
平

成
30

年
度

「
薬

薬
連

携
ど

ん
ど

ん
推

進
事

業
」

成
果

報
告

 
 

 
事

業
成

果
報

告
１

   
   

   
南

風
病

院
 薬

剤
部

 益
田

 宏
代

 先
生

 
 

 
事

業
成

果
報

告
２

   
   

   
  垂

水
市

民
薬

局
 川

畑
 仁

志
 先

生
３

．
事

業
説

明
 「

『
お

く
す

り
整

理
そ

う
だ

ん
バ

ッ
グ

』
を

活
用

し
た

入
退

院
時

に
お

け
る

多
職

種
連

携
の

 推
進

」
 

 
 

鹿
児

島
県

薬
剤

師
会

  医
療

福
祉

員
会

委
員

  丸
野

  桂
太

郎

令
和

元
年

Ｒ
元

度

研
修

テ
ー

マ

・
成

育
医

療
と

薬
剤

師
検

討
中

・
セ

ル
フ

メ
デ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
薬

剤
師

実
施

済
み

か
か

り
つ

け
薬

剤
師

・
薬

局
研

修
会

テ
ー

マ
 

薬
剤

師
に

求
め

ら
れ

る
臨

床
推

論
 ～

頭
痛

編
～

講
師

 
筑

波
大

学
 医

学
医

療
系

 地
域

医
療

教
育

学
 附

属
病

院
 

総
合

臨
床

教
育

セ
ン

タ
ー

・
総

合
診

療
科

 教
授

 前
野

 哲
博

 
先

生
平

成
30

年

・
医

療
機

関
と

薬
局

の
連

携
に

つ
予

定
あ

り
が

ん
を

テ
ー

マ
に

し
た

薬
薬

連
携

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催

受
講

者
課

題
受

講
者

：
自

県
に

お
け

る
薬

薬
連

携
の

現
状

把
握

や
課

題
抽

出
都

道
府

県
薬

剤
師

会
：

薬
薬

連
携

予
定

あ
り

地
域

ご
と

に
薬

薬
連

携
を

担
当

す
る

責
任

者
を

選
定

し
て

、
連

携
体

制
の

整
備

す
る

。
県

薬
で

は
担

当
者

会
議

や
情

報
提

供
を

通
じ

て
体

制
構

築
の

後
方

支
援

を
行

う
。

研
修

テ
ー

マ

Ｒ
２

度

鹿
児

島

─ 261 ─



沖
縄
県
薬
剤
師
会

年
度

取
組
の
有
無
・
予
定

取
組
（
予
定
含
む
）
の
具
体
的
内
容

左
記
の
実
施
年
度

・
災
害
時
に
お
け
る
医
療
提
供
体
制
と
薬
剤
師
の
役
割
・
活
動

検
討
中

・
病
院
や
地
域
に
お
け
る
チ
ー
ム
医
療
に
必
要
と
さ
れ
る
医
療
薬
学
的

知
識
・
技
術
（
臨
床
検
査
値
を
活
用
し
た
薬
学
的
管
理
、
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
）

予
定
あ
り

20
18
年
9月

14
日
医
薬
分
業
対
策
委
員
会
主
催
研
修
会
に
て
、
病
薬
と
連
携
し
て
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
対
策
の
研
修
会
を
開
催
。
SG
D形

式
で
、
内
容
は
次
世
代
薬
剤
師
指
導
者
研
修
会
の
事

例
を
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
を
使
用
。

H3
0年

度

受
講
者
課
題

薬
薬
連
携
・
他
職
種
連
携
の
推
進
、
チ
ー
ム
医
療
の
実
践
に
つ
な
が
る

研
修
計
画
の
立
案
（
実
践
に
つ
な
が
る
研
修
の
実
施
を
目
指
す
）

予
定
あ
り

同
上

H3
0年

度

・
AM

R（
薬
剤
耐
性
）
対
策

予
定
な
し

・
薬
学
的
視
点
に
よ
る
疾
病
管
理
と
患
者
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｅ
Ｂ
Ｍ
等
）
検
討
中

・
エ
ビ
デ
ン
ス
化
の
手
法
（
研
究
計
画
の
立
案
、
計
画
書
の
作
成
）

検
討
中

受
講
者
課
題

研
究
計
画
書
の
作
成
（
薬
剤
師
会
等
の
事
業
か
ら
エ
ビ
デ
ン
ス
創
出
を

目
指
す
）

検
討
中

薬
剤
師
会
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
う
研
究
を
予
定
。
成
果
を
伴
え
ば
九
州
山
口
薬
学
大

会
で
の
発
表
を
目
指
す
。

・
性
と
避
妊

予
定
あ
り

R2
年
11
月
15
日
地
域
保
健
委
員
会
に
て
、
医
師
2名

を
講
師
に
お
呼
び
し
て
薬
剤
師
向
け
に
性

と
避
妊
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催
。
W
eb
と
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
開
催
で
、
参
加
者
は
計
30
3名

（
非
会
員
44
名
含
む
)、
会
場
参
加
51
名
、
we
b参

加
25
2名

と
大
変
多
く
の
参
加
あ
り
。

R2
年
度

・
患
者
情
報
の
継
続
的
な
把
握
と
薬
学
的
知
見
に
基
づ
く
指
導
（
糖
尿

病
、
が
ん
を
題
材
）

検
討
中

受
講
者
課
題

外
来
・
入
退
院
時
の
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
の
事
例
の
提
出
（
地
域

で
の
薬
薬
連
携
の
推
進
を
目
指
す
）

予
定
あ
り

R２
年
10
月
19
日
那
覇
地
区
薬
剤
師
会
主
催
の
広
域
病
院
薬
局
長
会
議
を
開
催
。
那
覇
市
の
入

退
院
支
援
連
携
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ブ
ッ
ク
（
て
ぃ
ー
あ
ん
だ
ー
ル
ー
ル
）
の
活
用
を
テ
ー
マ
に
連

携
推
進
に
む
け
て
協
議
実
施
。

R2
年
度

・
成
育
医
療
と
薬
剤
師

検
討
中

・
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
薬
剤
師

検
討
中

・
医
療
機
関
と
薬
局
の
連
携
に
つ
い
て

予
定
あ
り

R3
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
計
画
済
み
。
医
薬
分
業
対
策
対
策
会
議
と
主
催
研
修
会
を
開
催
し

連
携
の
機
械
と
題
材
を
提
供
す
る
。

R3
年
度

受
講
者
課
題

受
講
者
：
自
県
に
お
け
る
薬
薬
連
携
の
現
状
把
握
や
課
題
抽
出

都
道
府
県
薬
剤
師
会
：
薬
薬
連
携
の
実
践
に
向
け
た
具
体
的
な
取
組
計

画
の
提
出

予
定
あ
り

R3
年
度
事
業
計
画
に
お
け
る
計
画
済
み
。
医
薬
分
業
対
策
対
策
会
議
と
主
催
研
修
会
を
開
催
し

連
携
の
機
械
と
題
材
を
提
供
す
る
。
課
題
提
出
し
た
取
組
計
画
を
実
施
し
て
い
く
。

R3
年
度

研
修
テ
ー
マ

都
道
府
県
薬
名

研
修
テ
ー
マ
、
受
講
者
課
題

Ｈ
29
度

研
修
テ
ー
マ

Ｈ
30
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
元
度

研
修
テ
ー
マ

Ｒ
２
度

沖
縄
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